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新入生を歓迎 して

旭川医科大学長 久 保 良 彦

雪解 けは遅れていますが、例年 通 り、本学は新 し

いエネルギー、すなわち、医学科 第1学 年90名 、看

護学科第1学 年60名 、同 じく看護学科第3学 年編入

者10名 の皆 さんを迎えることがで きました。私共本

学教職員は双手 を挙げて皆 さんを歓迎 いた します。

医療 にかかわって病 に悩 む患者 を救 お う、あ るい

は研究者 として生物や疾病の謎解 きを目指 し、苛酷

で しか も社会か ら求め られることの多い医師や看護

師の道 を選 ばれ た皆 さんの高い志 に深 く敬意 を表 し

ます。

今後 、その志 を大切 には ぐくみ、大 きく、逞 しく

育 てて行かれる ことを願 ってお ります。

さて、過 ぎ去 ったばか りの20世 紀 の医学医療 は、

大づかみ します と、前半 は結核 な ど感染症が主役の

時代 、後半 は生活習慣病やアル ツハ イマ ー病 に代 表

される加令 に伴 う疾患の時代 と くくることがで きま

す。 この世紀の特 に後半 にみ られた生命科学 ・医学

の進歩 は まこ とに 目を瞠るばか りであったことは申

し上げる まで もあ りません。生活 の営みや病気 を起

こす原因物 質を追求す る要素還元主義 に準ず る研究

は分子 レベ ルか ら遺伝子 レベルへ と進め られ、 ヒ ト

ゲ ノムの解読 に至 りま した。

この ような20世 紀の推移 を受 けて新 しいL紀 では、

ポ ス トゲ ノム医学 と再生 医学 が最 も大 きな研 究 の

テーマになる といわれてお ります。 そうな ります と、

発生 に係 わる個 々の遺伝子 の働 きの解明が新た な出

発点 とな り、前の 世紀で辿 った経 路 と逆 にな る方

向一 いいかえる と遺伝 子か ら組立 てて、分子 レベル、

さらに細胞 レベ ルか らシステムへ という道 をLIL紀

の生命科学 は進 むことにな りましょう。

まだ先 の話 になると思われ ますが 、ポス トゲ ノム

医学 あるいは再生医学が現 実の話にな ります と、究

極 の医学 とい える 「個 の医学」、す なわち、一 人ひ

とりに対応 した医療 が ロ∫能になる というすば ら しい

展望がみ なさんの将来 に開けて くるのであ ります。

この ように人間の体 を科学 する生命科学や医学 は

限 りない進歩が期待 される一方 には、その医学 を臨

床 に応用 し、直 に病め る人間一 人ひ とりをケアする

体系 である医療があ ります。 このこ とは、病 を知 り、

それ を治す こ とに専 念するだけで は充分ではな く、

病 んでいる患者の人間全体 を常 に念頭 に置かなけれ

ばならないことを意味 してお ります。患者は体が病

に侵されているだけでなく、病によって心 も病んで

いるか らです。心 と体は分けることが出来ない関係

にあります。このように、病める人間一人ひとりを

ケアするとは、病んだ体 と共にその心 も理解出来な

ければならないことになります。

医学や看護学を学ぼうとしておられる皆さんは医

学 ・看護学はもちろんですが、それに加えて他の自

然科学、さらには文学や哲学などに日頃から親 しま

れて自らの心を養い、より高い人格の形成に努めら

れると共に人間理解を深めていっていただきたいと

願ってお ります。

本学入学後、皆 さんは直接あるいは間接 に身近に

経験される変革があります。

その一つは明年4月 か ら本学を含めてわが国の国

立大学が法人化 されることです。これまで国の行政

組織の一一部であった国立大学が大学毎に法人として

独立 した存在になるということです。大学の最 も大

切な使命である教育 ・研究の機能の向上に繋がる改

革 と期待されております。

.二つ ロは医学教育の改革であ ります。生命科学 ・

医学にみられる革命的な進歩や社会 ・経済の変化に

対応 し、医学という実学の教育によりふさわしい内

容になるように教育手法の工夫と共にカリキュラム

の吟味が重ねられております。明治維新後、制度 と

して始められたわが国の医学教育が初めて経験する

大 きな改革であ ります。

皆さんは丁度わが国の国立大学あるいは医学教育

の変革期に本学に学ぶことにな りあるいは大きな不

安を感 じられるかも知れません。しかしこのことは

皆さんにとってむしろ幸運なめ ぐり合わせと喜んで

いただきたいと思 うのです。何故ならよりよい教育

を受けることが約束されているようなものであるか

らです。その教育 をさらに効果的にするには与えら

れるものを学ぶのではなく積極的に自ら学ぶという

皆 さん ・人ひとりの姿勢を欠 くことができません。

繰 り返 しにな りますが、皆さんが本学において医

学 ・看護学 を存分に学ばれると共に人間性の淘冶に

努められることを心から祈念致 します。

平成15年4月15日
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大 雪 を 眺 め な が ら(医 学科新入生を迎えて)

医学科第1学 年担当 高 橋 雅 治

今年の 人学式 は快晴であった、,澄み切 った 大雪 山

系に 見守 られなが ら、新 入生が校 舎に集まった1.式

場は、清 々 しい緊張感で満 ちていた,,皆 の毛・には、

医療 従事者と して活躍 したい とい う夢 と、果た して

良 き医療従 事κになれ るのだろ うか、とい う不安が

人 り混 じっていたように思 う.

人学式の間、白分が ノく学 生だった頃 を思い出 して

いた、,'11時の自分は行動科学 を専攻 し、研究の道 を

志 していた,,そ の頃の 自分 もまた、研究 者 として活

躍 したい とい う夢 と、 果た して研究 呂になれるのだ

ろうか、 という不安の人 り交 じった 日々を送 ってい

た,,研 究 の面白 さに取 り付かれ、動物実験 に明 け停

れる充実 した毎 「iであったが、h11究や教 育で生計 を

ウニてていけるのだろ うか という不安 に満 ちた日々で

もあ った、1

新人生の皆 さんの中には 、自らの夢 を ・刻 も早 く

か なえて、不安 の ない安 定 した 日々 を送 りた い と

思 っている方がいるか もしれない、夢が 大きければ、

それだけ不安 もノくきくなるので、夢 は早 くかなえる

ことにこ したこ とはない、.,新入生のみな さんが 各自

の夢 をか なえるこ とは、学 年担 当である 自分の切 な

るUIみ で もあ惹,

だが 、実際 の ところ、人生はいつ までたって も安

定 しない`1分 の例 を挙げれば、念願が叶って研究 ・

孝文育の1「哉につ いたときは、これで一安'L・と思 ったも

のである、、ところが、その 、ン1場に慣 れて くるにつれ

て、次はああ いう研 究にチ ャレンジしたい、今度は

こ うい う研究 プロジrク トを作 りたい、 というよう

な新たなh+r,,y.が次 々に生 まれて くる。そ して、それ ら

の夢 を追いかけて リスキー な道に進 めば、この道で

はうまく行か ないのではないか とい う新 たな不安 が

生 まれる,、人生 はその繰 り返 しの ような ところが

あ って、結局の ところ、いつ までたって も安定 しな

いのである、従って、夢の実現 が遅れ たか らといっ

て、それほ ど焦る ことはない。

それ よ りも、夢 と現実 との折 り合いの付 けか たの

方が 中:tで ある。 人生 には山 もあれば谷 もあ り、時

には 、夢 や理想 を棚Eげ しなければな らないことも

あ る.た とえば、自分の能 ノ」的な限界を思 い知るこ

ともあれば、望 んだ立場 に就けないこ ともあるだ ろ

う,fn./.hi」iiによド・て は、あ ま りに膚受しい/見'充カミみな さ

んの夢 や理想 自体 を強制的にね じ曲げようとするか

も しれない、,

その ような時 には、現実 との妥協 も」ヒむ を得ない

ことか もしれ ない、,夢や理想 にとらわれて、現実 と

の狭 間で不適応 を起 こ して しまってはなんにもな ら

ない,実 際、 人問のエ ネルギーには限界があるので、

全ての ことに夢 や理想 を持 ち糸売けるこ とは不 円'能で

ある 、

だが、現実 との全而的 な妥協のみ を繰 り返づ一人生

は、 ・見、適応 度が高 いようで、実際 には 当八の精

神衛生 を悪 化 させ 、最終的 には幸福感の少ない 人生

で終わ って しまうに違 いない.、反対に、自分の夢や

理想 を持 ち続 けている入は、短期的にJLた 場 合には

たびたび不利 益を被 っていた と して も、精神的 には

幸せであるこ とが 多い,

新入生の皆 さんが、将 来、厳 しい現実 に直lrllして

不本意な妥 協を繰 り返す ことにな・・て も、それは現

実に対'する適応の一川二多態 であって、仕 方が ないこ と

か もしれない、、だが、出来る ことな らば、生涯 にわ

たって夢や理想 を持 ち続 け られるこ とを、 ひとつで

もふ たつで もいいか ら見つ けて欲 しい、、それを見つ

けるこ とが出 来た ら、人生 は本当に楽 しい,,遠 い将

来に、夢 と現 実 との折 り合いが うま く行かな くなっ

た ときに、 この学 舎で大雪 を眺めなが ら夢 と理想 に

心 を震わせていた 自分を思い出 して もらえた らと思

う.,

(心理学 教授)
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看護学科の新入生を迎えて

確 鮒 第1"1=#H."i松 浦 和 代

平成15年 度医学吝ll百護学科新人生 とこ父ILの 皆様

に、心か らお祝いを申 し トげ ます 、

数年前の話 にな りますが、新入生研修 会で 本学保

健管理 セ ン ターの武1卜明先生が 、1居 場 所探 し」 と

いう講演 をされ たことがあ りました,,新 人生が 少 し

で も早 く大学環境や新 しい生活 に慣 れ、心 身共に豊

かで明るい学ノ1/1'1舌を送るこ とがで きる ようになる

ため には、 まず新 しい仲間をつ くり、 自分の新 しい

居場所 をみつけ るこ ヒが大切です、 とい う内容 で し

た.,最 も関心の高い話題で あったので しょう、新 人

生 の熱心 な聴講態 度が印象的で した、,

'11時の新入生側修 会は ・泊 「日の宿泊X/1修で した

夕食の後 に学 生の交流 会が催 されたのですが、その

演 目の ひとつに1新 ・赤ず きんちゃん1と い うナ劇

があ りました、,1)lliliは、L人 公の赤ず きん ちゃんが

おばあ さんのお 見舞いに行 く途中で寄 り道 を して花

を摘 んでい ると、よこ しまな狼が彼女 に日をつけ ま

す、,狼は赤ず きん ちゃんの先回 りを しておばあ さん

を食べて しまい ます1そ しておばあ さん にな りす ま

し、赤ず きん ちゃんが訪ねて くるの を待 ・・ている、

と、ここ までが第1幕 で した、,

第2幕 は、一:iのj仁 豚が、末っr一豚の建てた煉瓦

の家 で仲良 く俸ら している ところか ら始 ま ります、,

そ こへ 、狼に追 われ1き ゃ一1と 悲鳴 をあげなが ら

逃 げ惑 う赤ず きん ちゃんが登場 します、 一{匹の 子豚

は赤ず きん らやんの窮地 を救 い、狼の開腹 手術 を し

〔おばあ さん を救出 し)、 その後狼 を1夏生 させ 、み

んなで助 け含い なが ら暮 らしました、 幕、とい うも

ので した、,

私のr,aカ で は到底その時の情 景や迫力 を再現で

きないのですが、脚色 ・演出 ・淀技 と{拍 子揃 ・・て

素晴 らしく、学生 も教官 も涙 を流 しなが ら大笑い し

たことを憶 えてい ます1、

「赤ず きん1と13匹 のr豚 」 は誰 もが幼 い頃か

ら知 っている童 話です、,しか し、私はそれまで」

も、赤ず きんちゃん と 三匹の子豚がllljじ町1ノ・Jに11.ん

でお り、狼 は町内の もて余 し者であった、 とい う発

想を したこ とがあ りませ んで した,学 生達のそ う し

た柔 軟な発想 に私は1あ っ1と 驚か され ました し、

L質 なユ ーモ アのセ ンスに も感心 させ られ ました,,

さらに、この劇は、武 月先生の ご講演の要点 を実 に

的確 に とらえてお り、学 生達の知性 の高 さを感 じさ

せて くれる もので しだ,こ の,.:生達は どの ように友

人をつ くり大学生活 を送 り、 さらには どんな石護職

者 に成長 してい くのだろ うか、私は強い関心 を抱 き

ました、

そ して今年、4月11日 の新 入生 ガ イダンスで新 人

生の皆 さん と正面か らお会い した時 に、 この1新 ・

赤ず きん ちゃん」 を感慨 深 く思 い川 しま した。皆 さ

んは期待に胸 を膨 らませて、ノ＼学生活 を始 め られ た

こ とと旭1、い ます,,しIJ'し 、「新 しさ」 とい うもの は

イ・安 を伴 うもので もあ るとい うことを、実感 してお

られ るのではないで しょうか。

こう した変化か ら生ず るス トレッサー に、皆 さん

はうま く対処 して行か なければな りません,武 月先

ノレか述べ てお られたように、新 しいIlll間をつ くり、

新 しい居場所 をみつ けて くだ さい、、1貯にはそれが 困

難 に感 じられるこ ともあ るで しょう、で も、 ちょ'・

と目線 を変えれば、物事 は明るい展 開をみせる もの

です 一,一三匹の子豚 だけで な く、 ヒ1川の了一や ぎもピー

ター もみん な同 じ町内 にいて、同 じ悩み を抱えてい

るの か もしれないのです.

赤ず きん ちゃんが三llLの 了・豚 に出会えたように、

皆 さんが生涯の友 人をノく学生活で得るこ とがで き、

そ してお互い を1進 界で たった一つの花1と して尊

重 し合い、充実 した学生生活 を謳歌 されるよう髄 っ

ています「

(看護学 教授)
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医学科第6学 年 八 戸 大 輔

新 入 生の皆 さん入学おめでとう

ございます。今は どのような気持 ち

で新 しい生活 をお過 ごしで しょうか。

今、入学 した頃の自分を思い出す

と、まだ先の長い大学生活に何 をす

べ きか迷 っていた ように思い ます。

そんなときに入部 したのがバスケット部で した。当初は

休みがちで したが、いい先輩、いい仲間たちに恵 まれて

いることに幸いにも気づき、次 第に部活 に真剣に打 ち込

むようになっていきました。1年 生時の東医体はベス ト

16で したが、その後一歩一歩着実に成績 を ヒげていき、

昨年主将 として挑 んだ東医体はついに初優勝 を果た

しま した。 この優勝 はいろいろな人 との 出会い、つ

なが り、そ して支えが あったか らこそ達成で きた も

のです。 この5年 間で、先輩は もちろん同学年の友

達、後輩 との触 れ合 いの中で"人 とのつ なが り"の

大切 さを実感で きたのが大 きな、大 きな収穫 だった

と考えてい ます。他 にもた くさん得 た ものがあ りま

すが 、 これ らの もの を少 しで も後輩 に伝 え られた

ら… と、 もう一年部活 をやる ことを決意 しま した。

部 活のことを中心 に書 きましたが、以上のようなこと

は勉 強で も、大学生活でも、病棟実習でも、アルバイトで

も同 じで しょう。最近 は病棟に出て患者 さん、先生 方な

どた くさんの人 と触 れ合 う機会 に恵 まれてお り、人 との

触 れ合いを大 切に していきたい と考 えなが ら実 習 をさ

せていただいています。当然 の如 く私 はまだまだ未熟者

ですが、このように"人 とのつ なが り"を大事 にすること

で人 間の幅が広 が り、豊 かな人間性 を得 られるので

はないで しょうか。将 来的には、患者 一医師の良好

な関係 を築 くことにもつなが ってい くと思い ます。

私の場 合は部活をやり通すことで、これからも大切 に

していきたいものを見つけることができました。み な さ

ん も何か・・つで もよいのでや り通 して下 さい。 きっ

とか けが えのない ものを見つ けることがで きると思

います。 どうぞ充実 した6年 間 を過 ご して下 さい。

1
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看護学科第4学 年 斉 藤 貴 史

新人生の皆 さん、人学おめで と

うござい ます。

受験 という大 きな壁 を越 え、これ

か ら始 まる大学生 活に大きな期待 、

希 望そ して不 安 でいっぱいだと思

います。 看 護学 科 の皆 さん は、4

年間この大学で学んでいくことと思いますが、この4年

間は思ったよりも早 く過 ぎ去って しまいます。皆さんに

は、これからのこの大学生活 をいかに充実 して過 ごす

か ということを考えていただ きたい なと思 い ます。

大学生活では、講義や実習 などの勉 強 を積 み重ね

て一般教養や専 門的 な知識 を身につける ことは もち

ろん大切なこ とですが、 自分 自身の人間性 の幅 を広

げることや主体性 を持って行動す ることも大学生 と

して、 また個性 を磨 くとい う意味で大切なこ とだと

思 います。そ して、比較 的時 間にゆ と りのある学生

r
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だか らこそで きるこ ともた くさんある と思い ます。

本学 では、部活動 やサ ークル活動 も盛 んです。こう

いった活動 を利 用 して、さまざまな人生経験 をして き

た人たちとの交流 を深 めた り、仲 間 と 緒 に遊 んだり

するの もいいと思い ます。そうすることによって、人間

性や物事 の考え方などをより深 く、柔軟 にすることが

十分 可能 になると思 います。そ して、学外での生活 に

して も、バ イ トや さまざまな交流 を通 して経験 できる

ことも多 くあ るで しょう。人 と接する職業 に就 く人間

にとって、人とのコ ミュニ ケーシ ョンを上手 にとるた

めに必 要な知識や経験 に無駄 な ことな どないのだ と

思い ます。それ を、大 切 に して積極 的 に何事 にも取 り

組んでみるといいか もしれません。そ して、 それが

自分 臼身を伸 ばす糧 とな り、それぞれの将来の 目標

に近づ くこ とになればいいな と思 い ます。

4年 間 とい う大学生活の中では、苦 しんだ り悩 ん

だ りする ときが あると思い ますが、それ以上 にすば

ら しい出来事 もあ ります。けれ ども、その大学生活

を充実 して過 ごすため には 自分 自身で考 え行動 しな

ければな りませ ん。 どうぞ、楽 しく充実 した学生生

活 を送って ください。
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旭川医科大学に入学して

医学科第1学 年 高 橋 賢伍

ついに医学部 に入学するこ とが

で きました。 まずは、そのこ とを

何 よ りも喜 んでい ます。今 までの

苦 しかった受験勉強、 ス トレスで

20kyも 太 っ た り して本 当 につ ら

か った。推1で の合格ではあるが

本 当にうれ しいです。合格書が き

た ときは、受験 中に僕 を支 えて くれていた母 と涙 を

流 して喜 びました。一緒 に受験勉強 を頑張 った仲 間

とも喜 び合い ました。そんな こんなで、 この春 か ら

北 海道での僕 の一 人暮 ら しの幕が上 げられ ました。

もとは、徳 島 とい う四国の、 どち らか とい うと暑

い所 に住んでいたので、僕 に とって北海道は未知の

島で した。 もしか したら一年 中雪が降 っているので

はないか、などと、馬鹿 な ことを考 えてい ました。

しか も、それ に加えて初 めての一人暮 ら しだったの

で、本 当に不安でい っぱいで した。今 まで頼 るこ と

がで きた父や 母には、 もう頼 ることがで きない。頼

■ 纈 灘 鵬 職触い 臨 、㌦剛 魑 ■ 魑 ■ 顔 湘A、 、い

れ るのは 自分 だけだ、 などと思 ってい ました。

しか し、人学式が終わ り何 日か たつ と、それは、

まった くの間違 いであ ることに気付 きました。助け

合え る友達 、何 か と僕たちの ことを心配 した り、や

さ しくして くれる先躍方、 こんなす ばらしい環境で、

勉強 に、スポーツに、恋 に、た くさんの ことがで き

ることに感謝 したい と思い ます。それで も、や は り

い くつかの不安 は残 ります。単位 を落 として留年 し

て しまった りしないだ ろうか。 これが僕 の一番の不

安です。だか ら、 この危機感 を持 って これか らの学

生生活 を充実 した もの に していこうと思い ます。そ

して、僕 の小学 生 の と きか らの夢 で ある医者 に向

か って、一歩一歩進んでいこ うと思い ます。

きっと、みんな も僕 と同 じ様 なことに不安 になっ

た り、期待 した りしている と思 います。だか らこそ、

みんなで支 えあ った り、良い意味で影響 し合 った り、

ときには競争 し合いたい と思 いますU

僕は これか ら、 まだ話 し掛 けたことのない、これ

か らの仲 間達 に話 し掛 けてい こうと思い ます。大学

生は積極性が 大事、僕は こうW,u.ってい ます。 これは

勉強だけでな く今言 った ような友達 をつ くる ときに

も、 どんな ときに も言 える と思 います。僕 もどんど

ん話 し掛 けるので、みんな も是非話 し掛 けて きて く

だ さい。それで はお互いがんば りま しょう。
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「旭川医科大学に入学 して」

医学科第1学 年 高 橋 健 太

旭川医科 大学 に入学 して、 もう

す ぐ1ヶ 月が経つ。少 しず つでは

あるが、大学生活 にも慣 れて きた

感 じがす る。 自分は この大学 に人

学す るまでの2年 間浪人 していた

ので、2年 ぶ りの学生生活 は とて

も新鮮 な ものである。入学す るまでは、今 まで生活

して きた横浜か ら知 りあいが1人 もいない この旭川

にやって きて、 うまく人付 きあい していけるか、 と

て も不安だ った。今 となっては、 くだ らない心配 を

してい たなと思って しまうのだが、その時は とて も

不安 だった。

入学式の朝 、学校 の門を通 りす ぎると、そこは部

活の勧誘 を している人達で一杯 だ った。 自分 は前か

らサ ッカ ー部 に入 ろ うか と思 って いたの で、サ ッ

カー部以外の部活の人達の前 は何事 もなかったかの

ように通 りす ぎて しまった。 そ して、サ ッカー部の

人達の近 くに きた時一 目みて 「ノリがサ ッカー部 っ

ぽいな」 と思い、 ただそれだけの理由で入 部 しよう

と決めて しまった。その後、校舎内の新入生待 ち合

い室 に入 り入学式の開始 を待 った。根 っか らの人見

知 りである 自分 は、結 局その場で 人と話 すこ とがで

きなかった。 そ して、入学式が普通 に行われてガイ

ダンス も終 わ り帰 るときになって初めて、学生玄関

の掲示板 の前で 同 じ1年 生 と話す ことがで きた。話

した内容 はあま り憶 えていないが 、と りあえず 人と

話す ことがで きてうれ しい と思 う気持で一杯 だった。

次の 日か ら、1泊2日 の新 入生歓迎合宿 があ り、

そ こで もた くさんの友 人をつ くるこ とがで き、入学

後た った3日 で、初め に感 じた不安感 を消 し去 るこ

とがで きた気がす る。

この先 、医師 になるための勉強 を6年 間 してい く

うえでいろいろな壁 にぶ ちあたるこ ともある と思 う

が、た くさんの友 人や先輩方 と協力 しあって、その

壁 を乗 り越 えて、医師 になるための道 を1歩1歩 着

実 に進んでい きたい。
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看護学科第1学 年 阿 部 明 日美

つらく長い受験勉強を終えて無

事合格 し、この旭川医科大学での

大学生活を思い描きながら迎えた

入学式。期待に胸を膨 らませ、学

校の校門をくぐった瞬間、大勢の

先輩に取 り囲まれ部活の勧誘をさ

れ ました。その雰囲気 に圧倒 されつつも、緊張と不安で

いっぱいだった私にとってはその歓迎 がとてもうれ し

かったのを昨 日のことのように思い出す ことができます。

それからはもうただただ驚 きの連続 で した。まず驚 いた

のは次の 日の新 入生歓迎合宿の異様な盛 り上が りとと

てつもない激 しさです。でも本当 に楽 しくて我 を忘れて

はしゃぎ、大学生になった喜 びを心か らかみ しめました。

大学 はなんだか楽 しいことが多す ぎて、このままだと遊

びほうけてしまうのではないかととても心配です。しか

しそんなことばか りは言っていられませ ん。入学 してす

ぐ、大学での連絡 は全て掲示板の上で行 われると言 わ

れました。高校のときは何 もしなくても先生 がSHRの と

きに必要 なことを連絡 してくれていましたが、今度 は白

分で足を運び、自分の目で見なければならないのです。

私に とって今 まで と一番異なる点、そ して・・番の

課題は 「じりつ」 とい う点か もしれ ませ ん。 白分の

カで物事 を行 うという意味での 「白立」 は もちろん、

白分で 自分 をコ ン トロー ルする 「自律」の両方が、

人学 生活 をよ り有意義で充実 した ものにす るため に

必要 だ と思 い ます。 や らなけれ ばな らない こ とは

しっか りやって、人 との出会い を大切 に し、大学生

活 を楽 しみなが ら講義で習 うだけではない さまざま

な知 識や経験 を積極的 に吸収 してい きたいです。特

に私が この大学 に入 りたい と思 った理 由に、 この大

学の 「自発 的な探求」 の姿勢が あるので、その こと

をいつ も心 に留め、常 に 自ら学ぶ意欲 を持 ち、色 々

な意味で幅広い人間 になって、卒業 した ときには胸

を張 って旭川医科大学 出身だ と言 えた らいいな と思

い ます。

1
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看護学科第1学 年 石 塚 直 子

私が この旭 川医科 大学 に入 りた

い と思 ったの は、高校 二年 生 の時

だったと思い ます。それ まで、大 学

とい っても具体 的 な事 は考 えた事

もな く、まだ 自分の将 来 について、

あ まり感心 はあ りませ んで した。

ですか ら、旭川医科大学 を志望校 と決めた時、 自分

の将来 についても、 よく考 えるようにな りま した。

そ して時はあ っとい う間に過 ぎ、志望校であ る旭

川医科大学 に合格で きた時 は、す ご く嬉 しか ったで

す。 また、それ と同時 に、や っと勉 強か ら開放 され

るとい う、安心感 もあ りま した。

しか し、この考えは入学早 々、見事 に打 ち砕かれ

ました。 シラバ ス等 に詳 しく目を通せ ば通す ほど、

勉強の本番 は大学受験 ではな く、大学 に入ってか ら

■r-　 一
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の、これか らなのではないか と、 ひしひ しと感 じた

のです。大学 に対 して、自分の考 えが どれほ ど甘か っ

たのか。 それが大 変 よく判 りま した。

また、旭川医科大学はその名の通 り、医療 に携 わる人

達を育てる大学 です。人の命に関わる仕事なので、学ぶ

ことをおこたる事 は絶対 許されませ ん。そ して、私が 目

指 している、看護師な どは患者 と接 する機会 が多く、コ

ミュニケーションをうまくとってい く方 法も必要です。そ

の為、高校 よりももっと学 ぶ事への関心 ・向上心 を持つ

事 が、大学で学んでいく事で大切 であると思います。学

ぶ事 の他にも、自分の適切な判 断力や責任感 を、自分の

巾で育てていく事 も必要です。

これ らの事 を全て身に付 けてい き、豊かな人間性

と幅広 い視野 を持 つ事 に よって、社会 に貢献 し、病

気 の予防、治療 に最善 を尽 くす事がで きる、本当の

意味 での優 れた医師及び看護職者 になる事 がで きる

と私 は思い ます。私 も、そ うい う看護職者 にな りた

いです。そのため、大学 では高校以上 に積極 的に学

んでい きたい と思い ます。 自分の能力 を信 じて、

生懸命 この旭 川医科大学 で頑張 ってい きたいです 。
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オース トリア及びスイス視察旅行を終えて

ドィ・語 助教授 田 中 唖岡

この度 、私 たちB班 の神 成(看 護学科)、rr-t11米地

(看護学科)、 中村(図 書:課)、田中(一 般教育 ドイ

ツ語)は 、3月15日 よ り22日 までの 日程で オース ト

リア とスイス両 国の医療施設見学 の機 会を得 ること

がで きま した。訪問先 は、ウィー ン市 の東 に位置す

る 「東 ドナ ウ社 会 医療 セ ン ター」、 チ ュー リヒ州

チュー リヒ大学病院付属看護学研究所 、そ して酉隣

のアールガウ州バーデ ン市のバーデ ン ・デ ッ トヴ ィ

ル州立病院付 属高等看護学校 で した。

昨今、社会医療 関連 の制度の拡充 や質的向上が多

くの議論の 中で取 り上 げ られ、介護 ・看護 、そ して

医学連携の充実 が焦眉の急 となっているわが国の現

状 と、オー ス トリア/ス イスにおけるそれ とを比較

で きるような視点 を見いだす こと、これが今回の訪

問の主眼で した。それ故、重 点は医学分野その もの

とい うより、 む しろそれ をr支 え しつつ さらに学 と

しての 自立性 も求め られる看 護学の医療全体 におけ

る役割 、その教育現場 の実体 、施設の充実度、 さら

には高齢化社会の現実 を踏 まえた老 人介護実践 の基

本理念が どんなものか、 また どのよ うにそれが具現

されているかについての 見聞 を得 ることで した。

170に 訪問 した 「東 ドナ ウ社会医療セ ンター」 は

オース トリア屈指 の規模 と設 備、 またす ぐれ たス

タッフを右す る近代的総合医療施設で、最 大病 床数

933床 、年 間入院患者数5万 人、年間外 来患 者数15

万人、介護 ・療 養ホーム と付属 デイケアセ ンター と

付属保健衛生看護学校、小 児専 門医療施設 も兼ね備

えてお り、付属研究所(病 理学 ・細 菌学 ・放射線腫

瘍学 ・放射線診断学 ・労働 医学 ・[顎 顔外科 ・歯科

医学)も あ り、 これ らが有機 的に機能する ように敷

地内に配 置されてい ま した。看護学生のための寮、

職員住宅 もすべて完備 してい ました。 システム管理

は、食事 ・薬 ・洗濯物 ・ゴ ミ等の運搬のための60台

のロボ ッ トによる無 人化 に とどまらず、職員 のスケ

ジュール作成 ・調整 に も及 んでい ま した。 この よう

な徹底 した合理化 に より節約 された運営 費が社 会医

療 設備へ も有効 に使 われる との ことで した。私 たち

は介護 ・療 養ホーム、看護学校の内部 ・授業風 景 も

見学 させて もらい ました。特 に前者では、老人を施

設内 に閉 じこめ るので はな く、積極 的 に外部 の コ

ミュニテ ィと接触 させ 、それ までの人生 の 自分 な り

の流儀で、可 能な限 り自力での快 復 を促 す という姿

勢が貫 かれ、そ こに学ぶべ きものが大 いにあ ると感

じました。 アメニテ ィー とノーマ ライゼーシ ョンが

鍵 で した。 また、看護学校の カリキュラムは極 めて

実践的で よ く精査 された もので した。

19日 にはチ ュー リヒ大学病院付属看護学研究所 を

訪 ねま した。所 長のFrauDDr,ケ ッペ リの もとで10

数名の スタ ッフが看護学理論の研究 と実践 を進行 中

で した。案内の前 に詳 しくスイスにおける看護学 の

過去 と現状、 大学病 院における研究所 の意義等 につ

いて説明 を受け ま した。 看護学専 門誌 の編集主幹 を

長年続 けてお られるケ ッペ リ女 史のお言葉はたいへ

ん説得力のある もので した。 多 くの学術的資料 を渡

して下 さり、今後の交流 を楽 しみに してお られる様

fが 窺 えま した。 また、病棟内では看護の現場 を肌

で実 感 させ て下 さい ま した。研究 課題 をこれ らの現

場 か ら見い だ し、成 果 を現 場 に再 び戻 し、フィー ド

バ ックの過程からまた新 たなテーマに取 り組 むといっ

た理 論の実践化が女 史の信念であると感 じました。

翌 日20目 、硫 黄泉で2000年 の歴史の ある町バーデ

ンの郊外 にあるデ ッ トヴ ィル州 、Z病院付属高等看護

学校 を訪問 しま した。 ここは隣接す る病院 と連携 し

て、看護助手 ・看 護上(NT/Nπ)養 成のための学

校で した。環境 に恵 まれ 、寮 も完備 し、また教職員

もたいへん気 さくで好感が もて ま した。看護職 をめ

ざす若い学 生のために細やかな全人教育 を重点に し

てい るのが特 に印象に残 りました。毎年夏に実施 さ

れる イタ リアへ研修 旅行 は、 ま さに体験 的PBLの

一つだ との ことで した。 も し口本 とスイスの未来 あ

る看護職 をめ ざす学生た ちが この ような形において

相互 に交流 で きる 日がやがて来れば素晴 ら しいだろ

うと夢見た次 第です。

藍＼1へ,
鼻'"磁

・蝋 惣 塑
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古代と近代の癒しの場所を訪れて

海外視察根告 松 岡 悦子 、藤井 昇造、柏 静子

rt:会学 助 教 授 、 庶 務課 ・厚門 員 、lo階 西 看 護師 長)

私 た ち(松 岡悦jな 、 月'ノ'∫卜昇;造 、 柏 静 子)は 、3

月23日 か ら30日 の 」二定 で 、 ギ リ シ ャ の コ ス 島 と ア テ

ネ を 訪 れ たIIコ ス 島 は 医 学 の 相 ヒボ ク ラ テ スの 生 ま

れ た 島 で あ り 、 か つ 治 癒 神 ア ス ク レ ビ オ ス の 神 殿 跡

の あ る場 所 で 、 い わ ば 古 代 の 癒1、 の 場 で あ る.そ れ

に 対 して ア テ ネは 、 ア テ ネ ノく学 医 学 部 と1τ士属 病 院 ヒ

し・う士見で亡(ノ)の蕪 しU)」易て〒あ リ ズニ.

コ ス 島 は ギ リ シ ャ0).味〔0)端 、 トル コ の す ぐ 目 と 鼻

の 先 に あ る 小 さ な 島 で 、 ヒ ポ ク ラ テ ス の プ ラ タ ナ ス

や ア ス ク レ ピ オ ン が あ る.,ア ス ク レ ピ オ ン と は 、 ア

ポ ロ ン の,息 」㌃ア ス ク レ ビ オ ス 神 に ちな ん で 建 て ら れ

たlll代 の 治 療 の 場 で 、 ア ス ク レ ビ オ ス の 死 後 、 彼 の

流 れ を 汲 む 教 団 が 各 地 に 建 て 、 そ こ で 病 人 の 治 療 を

行 っ て い た.、病 人 た ち が ア ス ク レ ピ オ ン で 寝 泊 ま り

す る と 、夢(/)中 に ア ス ク レ ビ オ ス神 が 現 れ て 病 気 を

治 す 、,そ の 時 に ア ス ク レ ビ オ ス は い つ も ヘ ビ を 連 れ

て い る 、,こ れ が 現 代 の 医m∫ に まで'陵 け 継 が れ る ヘ ビ

の シ ン ボ ル の 山 来で あ る1

ギ リ シ ャ の バ ス代 は と て も安 く 、 コ ス 島 の よ う な

田 舎 で は バ スの 運 転 丁・に 行 き 先 を 「宇う と そ こ ま で

行 っ て くれ る し 、 帰 りに は 時 閻 を β う と迎 え に 来 て

く れ る 、 さ て 、 ア ス ク レ ピ オ ン は ど ん な と こ ろ だ ろ

う か と 想 像 しっ っ 、 バ ス を 降 り て 木1/U)中 を 歩 い て

い く と 、 目 の 前 に ば.'一・と 広 大 な 県 色 が 広 が'.・た トr.

の 斜ll[1全 体 が ア ス ク レ ピ オ ン な の だ 斤 の ヒは 糸 杉

の 緑 の 林 が 取 り1川み 、 中 央 を 石 段 か ず っ と上 まで 貝

い て い る 、、そ の 両 側 に 石 造 りの 占 代 の 人 浴 場 、 病 人

の 宿i施ILII-、 神 々の 神 殿 な どか 残 っ て い る,中 央(ノ)

階 段 を ゆ.,く りLっ て 振 り1自1く と 、 な ん と 向 こ う に

1'レ岬 ∫な エ ー ゲ 海 と トル コ の 」卜島 や 他 の 島 々 が 見 え

る 。3入 で 「わ ・一・,、 ス ゴ イ 、 こ の 鼠 色 、 こ れ な ら

病 気 が 治 る わ ね1と 納 得.-1こ ん な 所 に 何[も い た

ら 、 病 気 治 り ます よ 」 と 柏c'ん が 註 う ぐ ら い だ 、

た しか に 景 色 は 人 を 癒 す の だ ろ う「 こ の す ば ら し い

景 色 の 中 で 、 占 代 の 人 々 は 人 浴 した り、 語 ら っ た り、

神 に 祈 ・,た り し 、 や が て ア ス ク レ ビ オ ス 神 が 夢 に 現

r

癖 ・循

Y

1
融 郵 一

鰍雀
夙 掛 嚇1働 箋

〆

憂A

訂ご」'か

ジ2』

細

、,,,「F函 ・

1

れて癒 しの手を差 し伸べ て くれるこ とを期待 したの

だろ う一本によれば、ア スクレビオ スは さまざまな

薬草を川いて治療 した ようだが 、人間の治癒 ノ」を発

揮 させ る うえで 、すば らしい眺 め と自然環境 も大き

な効果 を もたら したのだろ う..

さて2811に は、アテ ネ大学 と付属病院 を、咋年医

学 部 を卒業 したばか りのDr.MathilcJcCostsに 案内

して もらった.、彼女 によれば、医学部の生徒数は人

学時 と卒業時 で ノくき く変 わ り、 人学 時 には250人 ぐ

らいだ ったのが、 卒業時 には8()0人 ぐらい に増 えて

いる とい う,そ れは アテ ネ大学 にバ スしなか・,た学

生がい・・)たん束 ヨー ロ ッパの た学の医学部 に人 り、

そ こで一部単位 を取 ・ってか らアテ ネ人学 に編 入 して

くるか らだそ うだ..ギ リシャで得た医師 免許 はEU

の国 々で通用する とい うことだ.、学生 はすで にEU

内の大学 を自分の能力や都合に合わせて移動 してい

る とすれば、大学 どう しの競 争が生 じてそのiで の

序列化 も生 じているのだろ う、,日本は どうか と考え.

るy、 ア ジアでの ノ＼学 問の 貌争・は まだ聞いてい ない

し、学生 の/;移 動 も聞かないが、 日本の 大学 はその

競争に人れて もらえるのだろ うか1.彼 女の母国 フラ

ンスでは、,,,に 医師 業が好 きな人 しか医学部 を志

さない ようになって きたが 、ギ リシ・vでは まだ成糸貞

が良い とい う理山で医学剖1を目指づ学生が 多い とい

う.ギ リシャ(ノ)人日当た りの医師数 は」レ常 に 多く、

アテ ネで医師Lし て生活す るこ とは至 縦の業にな り

つつあるに もかかわ らず、 コス島のような島 々は医

師不足なのだそうだ.

rlf代』芝明の栄 えノ:ニギ リシャは、」児代で はヨー ロ ッ
パの第三世 界の ような状 況だ 、その証拠 に(?)ア テ

ネの町中の遺跡 は、 たや猫の絶好 の住 まい にな って

いる で も彼 らのつやつや した{三並み と堂 々と した

牛活ぶ りをみ る と、 これ こそがギ リシャの 余裕だ と

い う気が して くる 、アテ ネオ リンピックまで に彼 ら

を ・掃 するなんてケチ なこと言わないで ほ しいね、
L3人 で話 したのだ った 1,

賄 斎議議繭繭禰
■糊 隔

鰹 ll＼

階

畑,

蛎騰
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海 外 視 察 報 告

薬剤部 試験研究☆長 笠 原 直 邦

海 外 の 医 療 等 を 視 察 し、 現 在 の 日本 の 医 療 、 旭 川

医 左病 院 の こ れ か らの あ るべ き姿 を創 造 す る 為 、 平

成15年2月25日 か ら3H4日 ま で 、 ド イ ツ と オ ラ ン

ダ を訪 問 した 、,私達 の グ ル ー プ は 、 久 保 山 芳 江(4

階 西 病 棟 看 陸 師 長)・ 寺 澤 目些(会 計 課 総 務 係 長)

と 私 、 笠 原 の3名 で あ ・:Jた、、 訪 問 す る 希 望 先 が

KaiscrswertherDiIしkollicとBayer本 社 工 場 、 及 び 日

本 に縁 の あ る オ ラ ン ダ の た学 で あ っ た こ と よ り 、 訪

問 地 は ド イツ ・デ ュ ッセ ル ドル フ と オ ラ ン ダ ・ア ム ス

テ ル ダム に 決 定 した 、 現 地 で 訪 問 先 と の 折 衝 等 の お

臨 活 を頂 い た の は 、 昨 年9月 第 三内 科 で 内 視 鏡 の 勉

強 を1ヶ 月 程 して い た ド イ ツ 人医 師SilkeMosebach

さん で あ っ た 、、彼 女 と は 休 日 に ト勝rr.を ・緒 に 歩 い

た 縁 で 、 今 回 、R,:に な っ た 、.,

私 た ち は 、 太 陽 を 追 い か け て ド イ ツ ・フ ラ ン ク フ

ル トに 人 っ た 、、 旭 川 よ り緯 度 は 高 い が 、 街 中 に 雪 は

無 く、 日 中 は 暖 か く感 じ ら れ た,,初 日 は 夕 方 の 到 着

と 言 う こ と も あ り、 フ ラ ン ク フ ル ト名 物 の 「ア ッ ブ

ル ワ イ ン 』 で 視 察 旅 行 の 無'∬ を 願 う こ と に した,

最 初 の 視 察 先KaiscrswcrthcrDiakcmieに つ い て 報

告 し た い と 思 う 、、 こ こ は 別 名FlorenceNightigalc

Krankcnhuusとi-∫ い 名 前 か ら も お 判 か りの 通 り 、 ナ

イチ ン ゲ ー ル に 縁 の あ る 病 院 で あ る 、,彼 女 が12週 問 、

看 〆蝕il}にな る 為 の 基 礎 訓 練 を'`:cけた と こ ろ で あ り、

彼 女 の 将 来 の ノJ向性 を 決 定 づ け た とい う 、 車:要な と

こ ろ で も あ る 、,緑 の 多 い 広 い 敷 地 に 、 施 設 が 点 在 し

て い た 、、案 内 は 、Mr,Wcigxndと い い 、14fUlに し

て 初 め て の 男 性 石 蓮部 長(Nursi且1gDirector)で あ る

と の こ と だ.,た 、、病 院 を 案 内 さ れ る 前 に 、 私 達 は 会

議 室 に 通 さ れ 、 こ の 病 院 の 概 要 な ど に つ い てIIG]を

伺'・ た,病 院 の モ ソ ト … を 伺 っ た と こ ろ 、 「ln

tautenhand」(パ ン フ レ ッ ト0)表 題 に な ・:)てい る)

と い う 、.諜1が返 っ て き た 、知 い 占葉 で あ る が 、 色 々

な 意II未を,.ん で お り 、 是 非 皆 さ ん に 考 え て 頂 き た い

と思 う,,旭 川 医 大 病 院 と ほ ぼ 同 じ規 模 の 病 院 で あ っ

た が 、 ナ ー ス コ ー ル は 、 フ ロ ア ー・ご と に あ る の で は

な く 、 ・人 の ス タ ッ フが 受 け 、 そ こ か ら適 宜 指 令 を

出 す と い う シ ス テ ム で あ っ た.ま た 、 こ の 病 院 に は

薬 剤 師 が 配 置 され て お らず 、 処 方 薬 な ど の 調 剤 は 各

病 院 で す る の で は な く、 ジr.セ ル ドル フ に あ る 同 じ

Dillconieの 病 院 に あ る 薬 局 で 調 剤 さ れ 、 あ る い は

注 射 薬 は 混 合 され て 搬 送 され て くる と の こ とで あ っ

た 。 病 院 で は 非 常 に 陽 気 な 女 性 達 と 出 会 っ た が 、緑

色 の ナ ー ス服 は ボ ラ ン テ ア を 意 味 し、 患 者 さん の 相

談 相fに な')た り新 聞 を 届 た り な ど 、 身 の 回 りの お

世 話 をす る とい う こ と で あ る,,病 室 に も 案 内 して 頂

い た が 、 ・人 当 りの 面 積 は 当 院 の 新 病 棟 よ り 虹 に 広

か っ た,

ナ イチ ン ゲ ー ル 記 念 館 に は 、 彼 女 に ま つ わ る 資 料

が 収 め ら れ て い る 、.,説明 を 開 き な が ら 、 そ の,i,i時の

よ う す を想 像 す る こ と が で き た 「、石 蔓婦 の 職 業 か 、

修 道 女 に 由 来 し て い る こ と が 良 く示 され て い た,,

企 業 の 視 察 に は 、 『ア ス ピ リ ン』 で 有 名 な バ イエ

ル 社 を 見 学 して き た 。 日 本 で は 薬 品 会 社 で あ る が 本

ネiゴよ糸徐合 イヒ学:企 業 て3誠うり、 イiiiイヒ弓∫:0)紬曳糸任 ・』プラ ス

チ ッ ク を 原 料 に 広 い 分 野 の 製i[]に 関 っ て い る,、医 薬

nと し て'は
、 ア ス ピ リ ン の 他 にCa拮 打〔斉lj、打`生 物

質 、 抗 真 菌 剤 、(C一 グ ル コ シ ダ ・一ゼ1;iド、ii二剤 な ど が 有

名 で あ る が 、 企 業 全 体 か ら 見 る と ほ ん の ・分 野 で

あ')た 企 業 に お け る バ リデ ー シ ョ ン を 見 る こ と は

で き な か っ た が 、 巨 大 企 業:の ・端 を 垣 間iVる こ とが

で き、 視 察 の]的 の ・つ を 果 た す こ とが で き た 。

オ ラ ン ダ の 人学 が 休 み と い う こ と で 、 雰 川 気 を 見

る に す ぎ な か ・:)たの が 残 念 で あ っ た1,た だ 、 歴 史 的

に は 日本 と の 係 りが 強 く、 博 物 館 に は11本 と ア ジ ア

の 品 々 カご数 多 く 見 ら れ 、 ヨー ロ ッ パ との パ イプ 子貨力ご

感 じ られ た.

最 後 に 、 海 外 視 察 の 機 会 を 与 え て く だ さ'.・た 久 保

良 彦 学 長 は じめ 関 係 各 位 に 厚 くお 礼 を 申 しLげ 、 報

.告Lと」父し ま'す嘔
u

診

～
㈱

`
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講義に対する授業評価の公表にあたって

授業評価 委員会委員長llllノ 寸 一 也

平成!3年 度 後期 より大別 して次の2つ の内容 で 「学生 による授 業評価」が始 ま りま した、、

科11評 価:統 合科・日、実習 、演習 に対 しておこなう もので、主に授業構成 を評価す る。

講義評価:従 来の授業評 価 と教官評価 を総 含的に併せた もので、主 に授業担当教官 を評価 する、、

1科 目評価1に つ いては、 コーデ ィネー ター(授 業責任 者)に フ ゴー ドバ ック し、担'『教官 問の意 見を取 り

まとめ て、コーデrネ ー タ・・が 自己評価 を行い この 自己評価 と学生評価 をあわせ て 「か ぐらおか」 に公 表す

ることとな り、平成13年 度後期分か ら公表を実施 して きま した,

こ の た び 、 「講 義 評 価 」 に つ い て も`1'成14年 度 分 か ら 「か ぐ ら お か 」 に/J,卜 『の 内 容 で 公 表 す る こ と と な り ま

し た 、,

11i」1'fllii点の 高 し・教 官 の ヒ位 約20%の 氏 名 、 所 属 等 を 公 表 す る 、.,

2更 に 、 ヒ位3名 の 教 官 に つ い て は 、 評 価 表 と教 官 の コ メ ン トを 併 せ て 公 表 す る 。

現状 では点数化 された1講 義評価1に つ いて、少 な くとも以下の ような問題 点が指摘 されてい ます1,

選択 科 目、必修科 目を区別 していない:計 価 した学生の講義 に対す る意識 に大きな差がある とau測uれ 、1

母集団が 異質である、,

評価 した学生委女(回 収数)に ば らつ きがあ る:少 数の場 合、その講義 に対 する意識の高い母 集団が 形成L

された吋能性 がある,,

これ らは今後の評f川にあた り改善すべ き点 と考えてい ます,,

今回、点数化 された評価結 果が これ らの問題点 を内包するに もかかわ らず、あえて公ノくに、踏 み切・・たの

は、個 々の教 官が学 生か らの評IIIllを真撃 に受 け1Eめ 、少 しで も授 業の改善 に役 、Zてていただ きたい とい う評

価 委員会のffl.0いか らであ ります、,従って 、今回 、順位形式で の公表を試みてお りますが、lii年度の点 数 自体

に過 大な1曲仙 をll'1くべ きで ない ことは明 らかです、,

複数年の`fuiをdfrじ て、 全ての教官の評価が 「右肩上が り」 となるこ とこそ評価 委 員会の 希望 である こと

をご理解 いたた き、 本公 表結 果につ いては、読者 個 々の良心 に従 ったお取 り扱い をお願い致 します、、

平成14年 度 「講義に対する学生評価」における全教官の得点分布

人数

2.112.212.512・62・712.812.913・ ・13・113.23・3i3・43.513・63・73・8
、3・94・ ・、4・114.214.314・4[4・54・6

得

1122!211127i4551 15

点

91511121214891213110

(合計143名 平 均 値3.6)

人

数

ρ0

4

2

0

8

己
U

4

り
乙

0

2.12.22.52,62.72.82.93.03.13.23.33.43.53.63.73.83.94.04.14.24.34.44.54.6

得 点

i
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問3～14の 各平均点 と最高 ・最低点

基礎医学(27人)一

看護学講座(14人)一一

臨床医学(71人)一
一般教育(27人)

講義に対する学生評価

あ な た171身 につ い'C

講 義 話 画

教 育 意 欲

教 育 態 度

講 義 技 術

総 含 評 価

-

つ
]

"
口

"

11

り
0

」
壕

5

一
6

7

8

9

憩

n

12

問

問

問

問

問

問

問

問

り
0

4

q

目

口

R

.�:
up1義 を・受け る 前 に 、履 修 要 項 を:涜む 等予 習 をLまLた か

こ の授 業 中 に 、授 業内 容 を 理 解 す る た め の 努 力 を し ま した か

講 義 は よ く準 備 か な され て い まLた か

履 修 要項 に沿 く・た1満義 で した か=

教 育 に対 す る 熱 意:が感 じ られ ま した か

教 官 は授 業 の 中 で 、 学 生(ノ)参加 〔質 問 ・発 、-f笠〕 を 促 し ま した か

明 瞭 で 聞 き取 りゃ す いutし 方でLた か.

教 材1ブ リ ン ト、 スラ イ ド、 †反r祥等 〕 は 適 切'cLた か

/戸後 の 学 習 の 意 欲 を増 す 内 容 で した か

教 官 は講 義 に お い て∵屯要 な ヒこ ろ を 強調 して くれ ま した か.

才受業 は」甲角早しや 一ポカ・一,たで 弓 か

知 識 が 豊 富 で 論]型力 に優 れ て い まLた か 一

講 義 に出 席 した 価 値 が あ り ま した か

この 講 義 に対 す る総 含評 価 を して くだ さい

i
L一

1,り 垂 く'そ うki1.C..う〔」レ常 に ゴ乏し・)

4べ ⊃べ⊃ノ己聖う(上 乏し、)

..;ビ ち ら と も 白 え な い(普 通)

3あ ま り そ う 思 わ な い 〔あ ま り良 く な い)

.1全 く そ う思 わ な い 〔良 く な い1

14



一

高 得 点 者TOP3

1
非 常 勤 講 師 中 西 信 行

科 目 名:日 本 語 購 読(医 学 科 ・看 言隻学 科 前 期/選 イ1く科 目)

日 時:平 成14イ ト9月6日(金)2講Il

履 修 者 数:12配 布 数:1()1]1収 数:10回 収 率:100%

*評 価 結 果 いF均)

ド}」!1ド 目12ド 同13

1.11LiIl.i

1}13

1.(5

問4

3.i

間5

4.9

間6

4.9

間7

.1.7

問8問gl
圏

4.91.3

一

問lo

1.1

問1・1

1.i

/冗均

L6

*評 価 に対 する コメ ン ト

履 修 者が12'x',であ る と、 令員 の 考 え を聞 い た り、机 問 指 導 も効 果的 に 行 え る と い う利 点 が あ る1,講 義 で

は、 目本語 の 魅 ノ」を生 か す 表 現 の 工 夫 、 よ り適 切 な言 葉 や 表 現 を 杉 え させ る ペ ア に よ る学 習 な ど、 学 生1司

1二で 表現 を1:.た ・発 表 とい う学 生 参 加 型 の 指 導 を1二夫 した.個 人 の 作 文 の 添 削 も、 少 人 数 の た め 、ri体 的

か つ 適 切 に指 導 で き た、、時 間 の 流 れ と資 料 を・・体 化 した プ リ ン トを 用 意 して 、書'く時 間 の1雇保 に 努 め た が 、

1命理 的 な 如ll:を,1}二く能 力 を 育 成 す る だ け の 余 裕 が な か っ た.、

2
看護学科 松浦 和でし

科 目名:看 護過 程論(看 護学 科第2学 イ1モ通年/必 修 科 目)

1「 時:平 成14年10月8日(火)6講 目

履修 者数:62配 布 数:60回1反 数:60回 収率

*評 価結果(しド/勺)

ll碧1
-⊥ 坐⊥ll

100%

月8
1問9

問lo

可

問11 問12 問1;; 1昌
■

a1..5 1.6 L6 .4.6 .4.41! 4.6

間14平 均

a.fiL(i

*評 価 に対 す る コメン ト

看護過程論は、聞題解決法を看護実践に活か し成果をあげるためのノ∫略を学ぶ教科 目です1.今ll【1の評価

では(自 由記述欄に)、 体験型小演習を取 り入れたこと、小演習後の討'議が活発であったこと、などが学

習意欲を高めたというご意見を多くいただきました=今 後も、こうした講義の構成や双ノ∫向的な展開を努

I/していきたいと疹えています

皆 さんは、3年 生 一1年 生の臨地看護学実習 においても、対象者や実習場の難易度を高めながら繰 り返

し看護過程論を学習することにな ります 講義 ノー トや臨地看護学実習ガイドラ インが さらに有効活用さ

れることを期待 しています.

1:,

■



一 一

3購 撫 喜田(識 第4学年後期/必修科目)

日 時:平 成15年1月24日(金)4講 目

履修者数:106配 布数:98回 収数:85

*評 価 結 果(,f;均)

回月又率:86.7%

陵 讐ll圏Pp764.0
問7

4.7

一

問8問9

4,614.5
一

問10 問11 問12

蟹 ぎ
平均1

1.7 4.6 4.6
一

4.5
-一

*評 価 に対 する コメ ン ト

私の98名 を対象 とした 「眼科学」の講義が、学生さんからの評価の結果、ベス ト3に 人ったとの知らせ

を聞き、17年 間教官を勤めている者 として、感無量で、大変嬉 しく思っている。

私は、「授業」とは、1人の教官と学生さん達が創る「面」での接触であると思っており、彼 らとの対話の中で、

私の伝えたいことを彼らの視覚、聴覚に訴え、双方向で展開するよう心がけている。彼 らは、かつて私がそう

であったように、常に新 しい 「夢」を求めている。私は、いつ もその夢 を彼 らにケえるため授業に「情熱」

を傾け、そこで彼らと共に授業を通 して 「感動」 している。ハーバー ド大学やマサチューセッツ工科大学

では、ベス トテ ィーチ ャー賞は、インパ ク トファクターの高い雑誌(Nature、Scienceな ど)に 論文がac・

ceptさ れた と同 じ評価 を受けるOす なわち、「教育」 も 「研究」 と同じレベルで評価 を受けている。今回

の 「ベス ト3」 は、私の今後の学生教育に対する大きな 「励み」になる。私の拙い授業を聴 き続けて くれ

ている学生 さん達のために、今後も謙虚に彼 らの評価に耳を傾け、「教育」に力を尽 くしたい。そして、「教

育」に対する評価が、「研究」や 「診療」 と同 じレベルで行なわれる旭川医科大学であってほ しい。

■,門 膳鋤徽砺
'1%
r,.'鱒 鱒 ■ ■ 凹 纈 鞠 磁 ・, 鞍繊繍臓■口繍惣賜踊 紹㈱賞■■口

以下4,1以 上(上 位2096内)の 教官は次のとおりです。(*五 十音順)

所 属 名 教 官 名 科 目 名

皮膚 科 学 講 座 飯 塚 一 皮 膚 科 学
一

必 修

看 護 学 科 伊 藤 幸 子 母性看護学 必 修
π

耳鼻咽喉科 ・頭頸部外科学講座 今 田IE信 耳鼻咽喉科学 必 修

麻酔 ・蘇生学講座 岩 崎 寛 麻 酔 学 必 修

非 常 勤 講 師 江 口 尚 文 経 済 学 選 択

内科学第一講座 川 村 祐 一郎 内 科 学 必 修 一

内科学第一講座 菊 池 健次郎 内 科 学 必 修

内科学第三講座 斉 藤 裕 輔 総合臨床医学皿 必 修

英 語 サ イ モ ン ・N・ ベ イ リ ー 医学英語IB 必 修

法 医 学 講 座
一

塩 野 寛 基礎医学実習V 必 修

非 常 勤 講 師 須 田 康 之 教 育 学 選 択

麻酔 ・蘇生学講座 仙 石 和 文 麻 酔 学 必 修

生理学第二講座 高草木 薫 生 理 学 必 修

保健管理セ ンター 武 井 明 心 理 学n 必 修

精 神 医 学 講座 布 村 明 彦 精 神 医 学 必 修

内科学第一講座 長谷部 直 幸 内 科 学 必 修
「『

生 命 科 学 林 要喜知 人間科学1 必 修

外科学第一講座 平 田 哲 外 科 学 必 修

麻酔 ・蘇生学講座 藤 田 智 麻 酔 学
T一

必 修

整形外科学講座 松 野 丈 夫 整形外科学 必 修

外科学第一講座 宮 本 和 俊 外 科 学 必 修

寄 生 虫学 講 座 山 崎 浩 寄 生 虫 学
『

必 修

解剖学第一講座 吉 田 成 孝 解 剖 学 必 修

看 護 学 科 良 村 貞 子 基礎看護学1 必 修

解剖学第二講座 渡 部 剛 生命科学Vd 必 修

一16一



3糀 撫 馴 撚 第2学年後期/必聖参科。)

ロ 時:平 成14年12月12日(木)2講 目

履修者数:98配 布数:95回 収数:93回 収率97.9%

*評 価結果(平 均)

問3

4.6

問4

4.5

問5

4.6

問6

3.8

問7

4.6

問8

4.6

問9

4.4

問10

4.7

問11

4.7

問12

4.6

問13

4.7

問14

4.7

平均

1.5

*評 価 に対 す る コメン ト

今回の 「講義に対する学生評価」 にお きまして、概ね満足できる評点をいただきました。講義では、プ

リントを用いて重要なポイントを理論的に分か りやす く解説することを心がけてきたせいか、積極的かつ

集中 して講義に参加 していた学生が多 く、それがまた講義 しやすい雰囲気 になったように思います。その

意味で、学生の前向きな姿勢があっての評点 と考えてお ります。問6に つきましては、学生に質問 したり

発言を促す時間が十分に持てませんで したが、今後はこの点を反省 し、講義の改善 を図っていきたいと考

えてお ります。

■麓■鎖灘伽 ㌶繍轍■髄■■■■鐵獅 伽 繊 辮 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 徽%{;fir; 鵬微蹴幽■■■

■「一 一幽

目 時 学 年 履修者数 配 付 数 回 収 数 回収率(%) i

旨

}

1

}

}
セ

平 成14年11月7日(木)2講 日 医4 poi 86 63 73.3

平 成14年12月10日(火)3講 目 看3 66 49 49
・一一

6J

100.0

平 成14年12月10口(火)1講 目 医4 101 85

56

46 -

87

76.5

平 成14年11月19〕(火)4講 目 医4
一

101 33 58.9

平 成15年2)15日(水)3講 目 50 46 ioo.o

平 成15年1月8日(水)2講 目 医4 lU6 61 70.1

平成15年1月8日(水)3講 目 医4 106 61 36

__[一 一一

59.0

平 成15年1月24日(金)5講 目 医3 99 86 85

一.}

98.8

平 成14年10月29日(火)3講 目 医1 L4 22 22

89

一一一一

10U.U

平 成14年10月3日(木)5講 目 医4 101 94

31

94.7

}

r

l
If

:

平 成14年7月10日(水)2講 目 35 31 100.0

平 成14年10月8日(火)4講 目 医4 101 65 63 96.9

平 成15年1月31日(金)2講 目 医2 98 --

65

101

68 67

一一

98.5

平 成14年11月21口(木)2講 目 看2 41 41 100.0 {
}
v

平 成14年12月6日(金)3講 目 医4

医4

59 5U 84.7一

平 成14年10月16日(水)2講 目 lUl 84 68 81.0

平成14年9月6日(金)6講 目 看1 70 68 67 98.5

…

匿ヒ

5

平 成14年12月6日(金)5講 目 医4 101 80 66 82.5

平 成15年1月21日(火)4講 目 医4 lU6 98 66 67,3π

平 成14年11月19日(火)2講 目 医4 101 88 87.5

平 成15年1月10日(金)5講 目 医4 106 97

77

64 66.U

平 成14年11月27日(水)3講 目 医2 98 81 95.1

平 成1411月18日(月)3講 目 医2 98 65

77

61 93.8

平 成14年5月27日(月)5講 目 看1 6U 59 59 100.0

1'成14年11月21日(木)3講 目

一

医1 94 7'L 67 93.1

一17一



一 一

科目全体の講義企画に対する学生評価

あなた 自身 につ いて

科 目 構 成

科 目 内 容

1

り

】

H
り

目
一リ

ド

ロ
静

問3

4

5

.6

【♂

問

問

問

間

試 験 内 容侵

総 合 価

問8

問9

問10

川

あ な た 白身 の 出 席 状 況 に つ い て 、 お 答 え くだ さい1、

あ な た は 、授 業 の 前 後 に 、 授 裳を理 解 す る た め の 努 力(予 習 ・復 習 等)

を しま した か.

あ な た は 、授 業 中 に 、授 業 の 内 容 を理 解 す る よ うに 努 め ま した か.

科{1全 体 の 履 修 の 月 的 は 、あ らか じめ 明 確 に され ま したか 、

履 修 主 題 問 で 、 内 容 の 重 複 は 避 け られ 一Cい ま した か 。

各履 修 † 題 に 割 り当 て られ た 授 業 時 間 数 は 適 切 で した か 、

担 当教 官 は 、 履 修 † 題 に 沿 っ て授 裳 を行 い ま した か 。

各履 修 † 題 の 難 易度 は 、 ほ ぼ 同 じ程 度 でLた か,

科 目 令 体 の1人1容は 、理 解 しや す い もの で した か 。

科 目i>体 の 内 容 は 、 今 後 の学 習 意 欲 を増 す もの"ぐ した か1

科 日 全体 の履 修 の 目的 は 、 最 終 的 に達 成 され ま した か,

HJl2試 験 、 提 出物(レ ポ ー ト等)の 量 と内容 は 適 切 で した か 、、

問13こ の 科 目 全 体 のIII,).義企 画 に 対 して の あ な た の 総 合評 価 を示 して くた さい 、、

1身 強 くそ う 思 う(非 常 に 良 い}

4〕 ♪ぐ・べ・思 う 〔良 し、}

13,ど ち ら と も (7/=な い(普 通)

2」 あ ま りそ う思 わ な い 〔あ ま り良 く な い)

IL全 く そ う 思 わ な い(良 く な い 〉

雛 灘灘

科 目 名:入 間 科"1`二II(看 護 学 科 第1学 年 後 期)

Ir'uイ1参』昔 委女:60酉 己イ「f委女:52巨 」11丈委父:51

斗

鵬
応
⊥

*評 価 結 果el冗 均)

}器捜勲

コ　　

1菖∫151卜1}∫16 i18問,司
二

理

廟
⊥

問5問6問7 　
3.ii.53.G....1

回収率98.1%

問・ 晦 二 問1・

3.;i3.-1i.5

」

瓢1慨理墨

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

ノ澗 刊学 目コ・一デf祉 タ・・ 近 藤 均

この 科 目は 、 原 則 と して 社 会学 ・歴 史学 の 各 惇任 教 官 と哲 学 の 非 常 勤 講 師 が 、 そ れ ぞ れ1u;luJ、 計45時

間(3単 位)を 担 当 して い る。 内 容 は 、 い わ ゆ る メデfカ ル ・ピコ.一マ ニ テr一 ズ(澄)え て 訳せ ば 医 療 人

間 科 学 〉 で あ る6昨 年 度 の 同 じ授 業 評 価 と比 べ る と 、 問1と 問3は 同 じ点 数 で あ ・:・た が 、問9、11、12、

1;iでそ れ ぞ れ0.1ポ イ ン ト増 、 問5、6、ioで0.2ポ イ ン ト増 、 問,,、4、7で0.〉>f'イ ン ト増 とい う よ う

に 、 わず か な が ら良 い 結 果 が 出 た.し か し、 悶8で は 、逆 に0.2ポTン ト減 と な ・.・た1、昨 年 度 よ り、 担 当

教 官 に よ っ て 醍qの 難 易度 に差 が あ っ た よ うで あ る、1催か に 、歴 史学 分 野 が 具体 的 ・実 践 的 な テ ー マ を扱 っ

た の に対 し、哲 学 分 野 は や や抽 象的 ・観 念 的niindが 多か り た よ うで あ る。 学 生 の 声 と して 、 「3人 の 先 生

そ れ ぞ れ の 特 徴 が 出 て い て 色 々 な知 識 を広 々 と学 べ て よ か り た 」 とい うn定 的 な意 見が あ っ た 反rlll、i各

先生 で 内 容 が 電 な っ て い る と こ ろが あ っ て 少 し残 念 だ っ た1と の 意 見 もあ 一・た1,今 後 は 教 官 ど う しの 意 思

の 疎 通 を い っ そ う緊 密 に した い.1
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i

科 日名:看 護理論H(看 護学科第3学 年後期 〉

履修 者数:66配 布数:56回 収数:56

*高1らイ11ri糸し㌧果(、1く 上勺)

問 ユ.問2問3　
4・313・0↓1

問 ・1

3.9

回収率100%

問8問9問10問11

3.813,5}3.83.,2.93.。32

巴 一⊥1(i「

問]2

3.3

問13

J..)

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

ィ1護理11翻 ごト テrT4良 村 貞 子

第1学 年 で 看 護 理 論1の 講 義iを受 け 、 そ の 後 、演 習 や 実 習 で 様 々な 看護 活 動 を体 験 学 習 し、本 科Nを 第

3学 年 で履 修 す噌惹 、 したが っ て 、 学 生 は具 体 的 な看 護場 面 を想 起1、な が ら受 講 して い る,、看 護 理 論Hで は 、

i三要概 念で あ る 「人間 」 「健 康 」 「環 境 」 看護1を 各 看 護 理 論 家 が どの よ う に と ら え て い る か 、 そ れ は 何 故

か 、 また 、 具 体 的 な希i蓮活 動 を取 りLげ 、 各埋 論 に基 づ き どの よ うに 分 析 す る こ とか で きる か を学 習 す る、,

な お 、 看、陸師 の 国 家 資 格 を 有 す る編 人学 生 も 本科・目を 履fl峯す る た め 、 基 礎 的 内容 の 理 解 に 加 え 、 応 川 的 展

開 も期 待 され て い る.,

本科 目に お い て 、 学 生 口 身 も授 業 を理 解 す る 努 力 の 評 価 は3.0で あ っ た が 、 科 目全 体 の 内 容 は 理 解 しや

す い もの で な か っ た との 評 価 を謙 虚 に受 け」ヒめ た い 今 後 は 、 よ り具 体 的 な説 明 に 努 め 、 石'護実 践 場 面 の

理 解 が 深 まる よ う な内 容 と した い 、、

llNNil,

懸
鰍 撚

科 目 名:生 命 科`t'`'IV(医 学 科 第1学 年 後 期)

1f～～{1釜～f凄女:9/1酉 己贋f委交:941[P{え 姿女92

*、、・卜価 結 果 いr」臼)

【昌lli}j2ド 目3ド}14

、L23 .33.9_↓2

問14 川15
1

問lfi問17:

1[

問51問6

4ρ
一⊥

凹18-,

同収率97,9%

1問
61 問7 「 問8

　
問g

;i.o

応
).n 4.1 3.6

1
3.8

問11問12問13

3.93.83.9

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

'冨副 ・学 ユ デ ゴネ・一ケー 中 村 正 雄

昨 年 懸 案 と な ・,た間2、6、8、9の 評 価 が い ず れ も改 善 され た こ と、 また 他 の 問 い も計 価 がEが'・ た

こ とか ら講 義 令 体へ の 新 しい 取 り組 み が 功 を 奏 した と 考 え て い る。 生 命 科 学IVは 生 命 科 学 珊 と合 わ せ て 生

化学 を網 羅 す る構 成 とな って お り、 牛 化 学 を担 当 す る先 生 方 とた えず 講義 内 容 の整 備 を 行 ・二・て い る1=生 命

科 学[〉の 具 体 的 内 容 は"準 備 教 育 モ デ ル ・コ ア ・カ リキ ュ ラ ム"を 踏 まえ 牛 命 を構 成 す る 分 子 の 成 り 、Zら

と性 質 、 生 体 熱 ノ」学 、 酵 素 、 フ リー・ラ ジ カ ル と 多岐 に 及 ん で い る,い ず れ も キ ー ワー ドを覚 え る よ りは概

念 を理 解 す る こ とが 重 要 で あ る1平 成14年 度 は 講 義 の コ マ 数 が30か ら45に 増 え た こ とで 、 よ り丁 寧 な講 義

が で き これ が 学 生 の 理 解 の 助 け に な った もの と思 う

L')
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科H名:看 護 過 程 論

履1修 呂 数:62

*評 価 結 果('卜 均)

問1問2

1634L6

一両

11問{51問16.

.一⊥.

(看 護 学 科 第2学 年 後 期 〉

内己イi∫数:621iil工i(委 女:62

1問4
1問5問6

問7

).%LU 3.13.1

　問17

1

「一 「

■迅
■

問

回収率・100%

一〔

し

.
⊃

(,
)

8

　1

目ド

,
)

9 問lo 問11 川12 間13

3.96!LO 3.9
.,
,;.r

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

確1嚇 橘:卜 肩 マ・・ケ・ 良 村 貞 子

石'II{過程 論 は 、 看護 学 に お い て 基 礎 と な る 重 要 な科Rで あ る,II1三年 は この 科 目か 前期 で 終 了 した た め 、

12月 の 看II隻過 程 論 実 習 と う ま く連 動 しな か っ た との 反 省 か ら、 今 でト度 は 実 習 前 後 に 科 目 を展 開 した、,その

結 果、 総 合評 価 で3.9をnT・,る こ とが で き、1実,:,直 前 に学 習 す る の は実 習 に 役 立 ち よ い と思 っ たtと い う意

見 にみ られ る よ う に 、学 習 効 栄 を高 め た と思 わ れ る1た だ 、 数 人の,:;:'t:から 、実 習 まで 少 しu;問 的 余 裕 が

ほ しい との!-ivも あ り、 どの よ うな 展 開 方法 が よい か 今 後 も検 討 す る必y;:が あ る、、

また 、"1:1ヒ自 身 の,{・ドfけtlにお い て 、 授 業 の 前 後 に1"ii復 習 をあ ま り行 な わ なか ・.・た とllll答Lた 若が1害IJ以

Lい た た め 、 学 生 の 努 力 を喚 起 す る よ う な 働 きか け が 必'S"で あ る。 さ ら に 、 「難 しい と思 うか 、 学 生 ・人

ひ と りへ の 助 言 を 希望 す る1「 複 数 の 事 例 に石 護 過 程 を 展 開 して み た か り た 」 等 のfli'一;もあ ・.・た た め 、 時

問 的 制 約 は 、ケ)るが 、 よ り ・層 、 内 容 の 充 実 を 図 りた い

(

徽

科ll名:健 康 教 育ll禽

履 修 ～で数:69

*評 価 結 果er」fJ}

111臨惣

問11

(看護学 科第1学 年後期)

配布 数:6g回 収数:69

問 」

1、0

回 収 率10()Q。

間8問9

-4'71 .1

問10

>.9

問11

LO

ll網 轡

問1「下 面6

i

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

1劇徽 育論コー'/'/_{.一ター 望 月 吉 勝

ビア ・レ クチ ャー や グル ー プ で 教 材 づ く りに取 り絹 む な ど、 参 加 型 授hを 口指 した こ と を学 生 が 感 じ取

り、 理 解 して くれ て 、 良 い評 点 とな ・一・た もの と思 い よす

この 科 目内 容 を学 部1年 生 が学 習 す る た め の教 科 苫探 し に苦 労 し まLた が 、幸 い 今 年度 新 田 され た わ か

りゃ す い 本 を川 い る こ とが 出 来 ま した 、 こ れ らの 教 科店 に つ い て は 、 わ か りや す くて 自 己学:F;jlに役1/!た

と何 人 もが 自由 記 載 欄 に 井 い て くれ ま した=人 学 で 学 ぶ 場 合、 授 業外 の 自 己学 習 で理 解 を深 め る こ 吉が 不

吋 欠 な の は 周 知 の 通 りで す が 、 そ う した 自 己'i'に 役 、Zデニ・教 科 許選 び の 大 切 さを痛 感 しま した1

グル ー・ブ 発 表 会 が 病 棟 実 習 の 峙 期 にあ り て 大変 だ り た と 、何 人 もが 書 い て い ま した 初め て の病 棟 実 習

で 緊 張 して い た もの と思 い ます で も、 こ の科 口の 総 まi二め と して 、 致 し方 な い と思 い よ`て1そ こで 、

ll酵時 か ら この 課 題 を説 明L、12月 に 中 間 発 表 会 、 冬 休 み を挟 ん で本 発 表 会 ヒ、 段 階 的 に出 来 る よ うに 、

たii程 に 余裕 が あ る よ う に配 慮 した つ も りで す

⊥

(

20



科・目名:網 塩床医学H(医 学科 第3学 年後期)

履修者数:99配 布数:99回 収 数:94 回収 率:94.9%

*1詳 「f[肚i糸i[ド旨し 〔/え」二」}

問6

3.2

問7

3.G

問8 問9 問io 問II
..一一一一下一一一一一一一一一r-一 一一一一一一一←一一

3.0 3.2 3.1 J.-1

問12

2. 1堂
」

.
ー il5

4

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

ll飴1翻 ・医・;」¶ コ… ・.'rネ・汐 ・一 笹 嶋 唯 博

第Lllll【1のa受 裳 に 対ーす る 学 牛li・1ろ佃iを 前i口1.ヒ比 較Lて み る.と13質 問/'貞Hのllll答 は'F」1勾し て13年 度 と ほ ぼhrl

じ傾 向 を 示 した.11!llち 学 生 は 授 業 に あ た りあ る 程 度 の 準 備 をLて い る 、.・ ノ∫講 義 内 容 の 理 解 は 充 分 と は 云

え な い と い う 結 果 で'あ る.し か し こ れ は1満'義 内 容 べ'方 法 改 善・の 必 要{生 を ・」li唆'・1　る 結 一果 と はru断rCき な い1、

講 義 ・lii,位と は 、 呂 ∫・:,の ・ii寺間 、 講:義 の ・時 間 及 び 受'講 後 の 学 習 一i寺 間 よ り 構 成 さ カ.て い る.。.講 義 内 容 へ

の 理 解 度 がll∴ljfll'〔を 示 す ヒす れ ば 膨 た な 医 学 知 、識 を 身 に つ け な け れ ば な ら な い 医 学1幽lll学/⊥=に.}ニー・・て そ の よ

う な 講 義 が 妥 当 な も の}二 い え る か 否 か 、 ノく変 疑 問 で あ る こ れ ま で の+:果 が 最 終 的 に1'ノ{学生U)知lil'i覧を

/:1,kさ せ る ト.で効 果 的 で な い と す る 明 確 な1財 受生が 示 さ れ る な ら ば 講 義 の 改 善 等 が 求 め ら れ る と こ ろ で あ る

カご、 」:見二1尺で・1よll・llll、よ り も べ・べ・⊥「乏し、プ∫にf・`ノ:「Fア.し冒C、f3り、11二'容 し う る 糸占耳ミ}二'i…1」陶rさaLる.、

1

手:1・ll名:生 命 利 ノ'箆VOq矢:'噛 γ:科・第lf圏3`1年1灸}切)

liul修1『1・委父:94酉 己イ1∫凄父:94[口1工 卜ξ委女:92 [口団又 ・率:97.9〔,で,

*r{レiろfliliタト1}r珊襲(、iく/`」)

つ
]

〔
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一

1
1
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ー
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問11

1

問15「

問3

i./

問1G

而1研「レ1惣 璽⊥晒 「1}1∵!i響

問17 問18…
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ー
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*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

'}命 科学mコ ー フ・1ゴ・～・一 ター 渡 音区 岡1」

木 科 目 で は 、 入 体 を 構 成 す る!S"IIIpl1官の 組 織 構 築 を・憂里解 す る こ と を 目II'Jと して 、 人 体 糸ii.織学 お よ び 病 理 学

序 論 の 講 義 を 行 ・.,てい る 今 年 度 か ら 新 し い カ リ キ.■ ラ ム に 移 行 し た が 、 本 科 目 に 関 して は 前 年 度.ま で の

総 合 生 命 科 学 ハ'と 変 わ ら ぬ 内 容 と な っ て い る=/戸 回 の 評 価 で は 、 ど の 項 口 に 関 し て も お お む ね4点 前 後 の

11悟,・∴1:を'㌧'/ニノ『三き 、1〕f∫イトr`Σ(is合 生1で1}千十ノ」メ:IV)と二上ヒ中変L'一ぐ、 「田4-13び)ljl日 ドC「冗ナ勾(),3♪1ぐイ ン ト不〒li}乏「'..昇・しf二1.

こ れ は 、 受 講 学 生 か ら の フf一 ドバ ッ ク を 参 考 に して 、 各 コ マ の 展 開 時 期 や 内 容 ・時 間 配 分 を 毎 年 修1ド し

て き た た め と 白 負 し て い る 、,ま た 、 今 年 の 学 生 は 昨 年 度 の 学 生 よ り学 習 ノ愚1欲が 高 く(ranittillil後 の,,:,」"ri・復

習 の 程 度 の 指 十摯、で'あ る 問2の/え 均f直 が 今 年 度 は3.7(日 乍年 度 は2.7)、 我 々 講 義 を す るfr19に と ・=)ても 、 や り

べ.)一サーカ・一.,プ:二1、

争 後 も 、 学 ぶ 意 欲 に 満 らあ ふ れ た 学 牛 に 対'し て は 、 こ の 科 目 の 展 開ll寺期 以 外 で も 積 極 的 に..芝援 し て い き

た い ヒ 杉'え て い る の で 、 組 織 学 ・病 理 学 の 領 域 で 質.問 ・疑 問 が 生 じ た 場 合 に は 、 気 輯 に 担 当 教 官 ま で 尋 ね

1二巧乏u.(-斧穴LL、..
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科 口名:疾 病r倫(看 護学 科第2学 年後期)

履修者数:62配 布数:62回 収数62

*評 価 結 果 いiる均)

L
問l

L3

問11

　計
問15脛

問3 問4 間5臨1 問7

3.5LU

問16

3.8
1

3212.ユ1

問17 問181

…
1

回収率loo%

問8問9

2.53.0

一一

問io 問11 問12問13

3.J り り
■一),曝一, 2,8i.1.

一一一

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

細1輪 コー 肩 ネ・ク・ 木 村 昭 治

最 も指摘 の 多か ・)た教 科 許 に つ い て は 「疾 病 論lLい う教 科 書 は な く、-f}い ぜ い 内 科 、 外 科 を ま とめ て 、

そ う称 して い る ものが 多い,従 っ て 拡 くカ バ ー す る とな る と、 各 看護 領域 の 総 論 に お け る 疾 病 につ い て の

記 述 に 頼 る こ と に な る,本 年度 は 各領 域 に また が って い る もの を 、 あ る 程 度 妻 とめ る 意 味 で 教 科 呂 を指 定

した か 、 あ ま リイ1効で は な か'・た 様 で あ る 各領 域 の 教 科,辱 を2年 生 で そ ろ え て も ら うの が 適 当か と 考 え

'Cい る
、、

科 目 名:対 人 関 係 。uu皿(看 護 学 科 第3学 年 後 期)

ll重1修者 凄女:56酉 己イlf委父:551]111又 委父:55

*11-1監flrli糸ll1牙 ミ(亀}4⊥ ≦」)

1墨 蜜 平 ÷

1問聖j151問161問17

回11く率100%

問5問6問7間8問9

3.43.二3.83.63.1

問18

昌110

り り
.〉.,i

Nytt

.一

問12

り りJ
.JI

,,

,,.・1

つ
ゆ

、
、

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

え扶 「猟 繭 皿・1一テr㍗ ター 新 開 淑 子

対 人関 係 論 皿は 、 対 人関 係 論T・Tfで の 基 木 的 コ ミコ.ニケー シ ョ ン技 法 を始 め と した 対 人関 係 の基 礎 を

修 得 したLに 積 み 重 ね られ るべ き もの で あ る 一 従 って こ こ で は"自 己 を 知 る こ と""自 己 へ の 気 っ き を増 す

こ と"を ね らい と しだ 、困 難 な 対 人関 係 の 問 題 解 決 にあ た り て 、相 手 を変 え る こkは 難 しい,自 分 の 感情 ・

思 ξ ・行動 を 変 え る こ ヒが 必 要 とな る。 その た め に も 白 己 を1;11り、 自 己へ の 気 づ きを増 す こ との 意 味 が あ

る 、.しか し困 難 な 対 人関 係 場 面 に遭 遇 し、悩 ん た 経 験 の な い 学 生 に と・.,て自 己活 用 まで 求 め る こ とは 少 々

難 しか っ た の か も しれ な い1.も ・っと困 難 な対 人関 係 場 面 設定 を具 体的 に提 示 し、 ロ ー ル フ レ イ ン グ を通 し

て 困 難 な場 の状 況 を共 有『し、解 決 策 を考 え られ る よ うな 講義 内 容 を再 疹Lて い き た い ヒ考 え る
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科 目名:社 会医学 基礎 丁1(医 学科 第1学 年後期)

履修者 数:9・1配.布 数:94回IR数:92 回 収 率:97.9%

*葺 平f面糸占.斗し(マF上勺 〕

問3

3.8

問4

4
、
)

1一問'∵'7

Fb
」μ 問6 問.一 一一商11
;.-1

・,

.i.J J.1 J
,,

:〉. .〉.,

問12

3.5

問13

」.)

問15

i

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

1陰 鳳 織 畷Hご1-.デ 儲 一 ター 松 岡 悦 子

こ の 科[は 、 患 者 の 権 利 や 自.己 決 定 権 を テ ・・マ に 、2人 の 教 員 で 担 」11し.たも の で あ る..牛 .命 倫 理 の ノ、1三本

的 原 理 を15コ マ の う ち 前'r部 分 で 、 そ の 応 用 と し て の ケ ー ス ス ダデf一 を 後 十・の 授 業 『ーぐ・と り あ げ た 前 」ト

は 講 義 が 中 心 で あ り 、 後 噛トの ケ ー ス ス タ デf一 で は 、 学 生 の 人 た ち に 、 ま す'グ ノレ ー一ブ に の'か れ て 話 し 合 っ

て も ら い 、 そ一れ を 後 に 発 表 し て も ら う 形 を ヒ っ た

こ(ノ)学 生 評fliliを 見 る と ユ00人 近 く の 学 牛.の 人 た ち が 、 授.業 に 参 ノ川 し、 発 占'で'き る 状 況 を 作 る た め に は 、

教 師 の 側v)Lノ 七が も ・.♪ヒ必.rrな こ.ヒ が わ か る.

こcノー)'』1`ソLl'卜fll11カ{了∫わ 才しノ=:a)カ{・「戸 ス トv)ll寺7ゼ ・・=,≠二たy)カ ・、'=デ:什r.は こ0)科 ・目v)ll式馬夷oつ1人1マぎべ吋lfl}i」びつlr党1りJ(T)し

カ・た に 〆:)いて 、 己(lll・し て1ま しい ヒの 」::y:見を,述!'く'C㌧ 毛た 。fi崔力・に 、 【武馬灸は1亀}∠二生 に と ・=∬('1よ、 そ(ノ)刊・il(ノ)最後

を 締 め く く る 軒 皮:な イベ ン トで あ る 、.そ の 意llイ之で は 、 シ ラ バ ス に 始 ま'っ て 試 彫!の 結 果 ま で の 連 続1 .,た も の

と し一⊂1デ.)び)イ三:1・iio「)どち り'ノ」6を考'犬一オユ1よ1な」2.,イ套L、 ヒ∫、LI、'.・犬二

旨
. 贈

不1卜1[争㌔:弓 前で1丁府1一ゴ1:Vq芙 ビ1之千:1'引写1"1;二 向寺麦 其目)

11重イ1釜者'変女:9・1酉 己'冶∫姿父:941口1工 「《委父:94 iロ1巧)ひ辛ミ:loo`=}6

*1チ 句1己fllri糸1畳i牙

†

1

1

」

川1.1

ミ いr」臼}

　
1凸121司3

　3

.511,1

問(i 問7 問8 問9

)(

辱

〕
) 1.1 1.1 一1L

ド冒1〔) 問11 問12

.-

43 12 3,9

　!.i,問1・ 一 問17

問13

1.'L

問18

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

(1".PII科・ハ.1デ 杯 一 ダー..高 橋 雅 治

生 命 科学Vのfiri9は 、病 め る 者び)心理 を 思 い べ.'り、 黛 人的 な 医療 を実 践 す る た め に必 要 な心 理'馳1∫:の基ll楚

知1識を 体 系 的 に 修 得 す る こ ヒで あ る 講義 内 容 は 、基 礎 心 理 学 ・臨 床'L・理 学 ・/[1#心J1!学 の3分 野 で あ り、

:ユー テ"でネー ダー 自」矛力{5ヤ講 、∫1壷を打1当 しノ≧、、

問4か ら問12の 評fllh結果は3.9か ら・1.3と良 好 で あll、 総 台評 価 も1.2.ヒ か な り高 か'った1.ま た 、 コ メン

ト欄 で は 、 「とて もお も しろ か っ た」、1分 か りゃ す か 一コた1、 「興 味 を持 て た 」 とい う よ う な意:見が 数 多 く

%Lらaしt_「

この よ うな 評/liiiが得 られ たrm由 とLて は 、 講 義i内容 の レ ジ メを.毎回 配 布 した こ と、 .i:.L.ての レ ジ メを綴 じ

る と心 理 学 の 人 門,[}=とな る.ように 全体 を構 成 した こ ヒ、 理 解 を深 め る た め の 図 表 や 動 画 を 適 官 提 示Lた こ

と等 が 疹 え ら れ るrl・ 方、 問2の 評 価 か ら、'受講 者 の 多 くは 予 習 や 復習 を 行 っ て い な い こ とか 示 峻 され た1、

従 ・.,て、 つ、後 は 、 自 宅'(.:J;11"L1を促進 す る ため の1..夫1二取 り組 み た い ヒ考え て い る.

,,.,
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科[名:総 合臨床医学 皿(医 学科 第3学 年 後期)

履修者 数:99配 布数99回 収 数:96

*謂 曲糺 果(平 均)
　 　　　　　　　コ　　

r閏!「HJ2旧 」3旨

i. 「
DJ 4.〔)

問4

3.r

「叫 問lTT7

問5

.i.J

回 耳又}卒{97.0(}6

J 問6間7 1 問8問g 問10 間11 問12

3.EiJ 3,513.91
「

3.13.6 3.8 3.7

問18

問13

J)
.t.

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

瑠 蒲 床医学HIコ … 肩 マ… 夕一 葛 西 眞 一

総 合 臨 床 医学 田1よ内科 外 科 合 わせ た 消 化 器病 と貧 血 が 主 な テ ・・マ で あ る 、、そ の 学 生 評 価 で 最 も 高 い 評 点

だ った の は 「学4・ 自 身 の 出 席 状 況 」 で あ っ た 、 こ れ は 教 官 とi、て も実 感 した こ とで あ る 中 に は遅 れ て 人

室 す る学 生 もい るが 、 ほ とん どは 積 極 的 に 呉 剣 に 講 義 を受 け て い た.チ'L'一 ト リア ル と連 動Lて い る こ と

が 意 欲 を駆 り ぴて た 原 因 か も しれ な い 。 ・方 最 も低 い 評 点 は1各 履fl釜主 題 の 難 易度 が ほ ぼ 同 じ程 度 か1に

対 して で あ り、 教 官 の教 え 方あ る い は 疾 患 の と・.・つ きや す さに ば らつ きが あ っ た こ とが うか が え る.総 合

評 価 も 含め 、 ほ か のf:[・目構 成 や 科LI内 容 につ い て は い ず れ も3.5か ら1.〔}の評 点 で あ り、 まず ます とい え る1,

試 験 結 果 もお お むas良 好 で あ'.・た こ とが これ を裏 付 け る、 具体 的 な 意 見 を記 載 して くれ た 学 生 は 少 数 で あ

る か 、 各教 官 の プ リ ン トか 役 蹉')た とか 講 義 が 分 か りやす か ・=・た ヒい う もの が 多か っ た.,

1

鵜い 噛 … 繍

科ll名:生 命 科 学V[(医 学 科 第1学 年 後 期)

11重イ1峯κ 凄女:94酉 己イlf委父:94i日11i>ぐ 凄女9/1

*し 」-iしfl「i∫卜1}[耳ミ(、14/`Ji
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回収率100%
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*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

輪 仲 ハ1コ ーデ ギ不一 タ・ 羽 田 明

生 命 科学viと い う授 業 科 目に は 、ilに 、 発 生 学 と 人類 遺 伝 学 の 内 容 が 含 まれ て い る 二1それ ぞ れ の 基 木 的

な 知 識 を教 え る と ヒも に 、 臨 床 との 関 連 を学 習 させ る 必 要が あ る 一 特 に 人類遺 伝 学 に 関 して は 、 臨 床 医学

で は必 須 の 知 識 に な って い る に もか か わ らず 、 本学 の カ リ キ ュ ラ ム で は 本授h科 目 のみ で あ る。 高 校 で 生

物 を履 修 して い な い 学 生 が 多数 を 占め る こ と 、高 校 牛 物 に は ヒ トの711伝 に 関 す る内 容 が 乏 しい こ と 、疾 患

を学 習 して い な い段 階 で 、 発 症 メカ ニ ズム を教 え な け れ ば な らな い こ と、 な どの 理 由 で1年 生 の 時 点 で 履

修 す る こ と 自体 に 無 理 が あ る 、 今 年 度 は 人類 遺 伝 部 分 を 、前 年 度 の 履 修 時 問 が 少 な く、 高 度 な内 容 か ら始

め な け れ ば な ら な か った 反 省 か ら、 大 幅 に増 や した,内 容 自 休 は 他 大 学 と比べ て も、 か な り充 実 した もの

で あ り、 学 生 も評 価 した と判 断 して い る1、 か し、 途 中でIIfi;が 変 わ り、 そ れ を学 生 に 伝 え る段 階 で 不 手

際 が あ ・・た こ とは 大 き な 反 省 点 で あ る=学 牛 の 意 見 に もあ る よ う に、 少 な くと も臨 床 に 絡 む 部 分 は 、4年

牛 以 降 に枠 を設 け る べ きで あ るrI

(
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科 目名:総 合臨床 医学1(医 学科 第3学 午後期)

履1修者数:99配 布数99回 収 数:92 Illl⊥i率92.9(㌔

*評 仙 描 果('1`均)

問 ユ

一1
.-1

問14

1昌121呂13慣14隅15隅 」6

3.61-4.13.73.83.2

間15 問16 問17 問18

問7

3.6

問・i問 ・

3.113.3
問10

3.6

問11

3.6 曝」

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

縦 臨 床医学1コ ー消 ネー ター 藤 枝 憲 二

総 合臨 床 医 学1は 、 生 殖 ・発 達 、 免 疫 機 能 と感 染 防111、 腫 瘍 化 した 白 血球 、抗 生 物 質 、 泌 尿unr系 と幅 広

い 分 野 が 含 まれ る 、、講 義 の時 問 が 細 切れ で あ る 、 各時 間 が 知 い とい う評 価 が 多か っ た 反 面 、 各 科 の つ な が

りが 理 解 で きた とい う意 見 もあ った こ と か ら、 この よ うな 総 合 満義 を成 功 させ る た め に は 各 自の 勉 強 に 対'

す る 意 欲 が 不 可 欠 で あ る。

また 、試 験 範 囲 が1;苛義 と 異 な って い た 、H程 変 更 に対 して の 疑 問 も 多か っ た 試 験 範 囲 は 担'liし た 教 官

と よ り連 携 を保 つ よ う にす る か 、 講 義 プ リ ン トに 吾か れ て あ る の は教 え た い こ との 一 部 に す き な い、,教 え

た 範 囲 を忠 実 に覚 え る と い う勉 強 で は な く、 講 義 は医 学 に 対 す る 関心 を広 げ る き っか け と 疹 えて 欲 しい.1

.よして 、学 生 の 意 見が 分 か れ て い る に も か か わ らず 、学 生 の 総 意 で あ る か の よ うな 試 験 日群 変 更の 要 求 は

今f愛ILめ て もら い た い..

%/.
'粥

演習企画に対する学生評価

あなた白身について

演 習 計

.一一.

画

1

1問1
5問2

問3

問4

問5

問6

間7

間8

問9

演 習 用 の 配 付 資 料 を読 む等 も含 め 、演 習 前 の 予習 は 十 分 で した か,、

iw"uに 積 極 的 に 参 加 した と思 い ます か。

演 習へ の取 り組 み は学 習 目標 へ 至lj達を 口指 す 態 度 と して 適 切 な もので したか,

履fl釜要 項 に記 載 され て い る 履 修 の 口的 は 達 成 され ま した か 、、
.一.一

事 前 に 演 習 目標 と概 要 の 説 明 が な さ れ て い ま した か 、

演 習 は ス ケ ジ コ.一ル に沿 っ て予 定 ど お り行 わ れ て い ま した か 、、

学 生 数 に 対 し、指 導 教 官 数 は適 切で した か 、、

演inを 展 開 す るLで 適 切 な能 ノ」を備 え た 人 材 が 配 置 され'Cい ま した か 、,

指 導 教 官 問 の 連 携 は 機 能 して い ま した か 、,

演 習 内

溝 習 環

総 合 評

容

境

価

問10

問11

問12

問13

問11

問15

間16

問17

問18

演習内容はこれまでの講義内容 と関連づけて理解 しやすい もので したか。
事前に配布された資料は、実技 をitう ヒで役立つ内ぞ蒼で したか。

演習によって課題の要点を理解し、基礎的な技術を習得で きましたか.
演習内容の難易度は適切で したか.,

濱習によって臨地看護学実習に出る意欲がわきましたか,、

演習川の設備、機材、川具等は必要 レ分な性能 と+.で したか1.
演習中の安全に対する適切な指導 と配慮がなされていましたか。
'γ1生の人権に対する配慮がなされてい ましたか.

この濱習は価f直のある内容 と思われましたか1

⑥ 強 くそ う思 う(非 常 に 良 い)
14べ ⊃べ⊃思 う(良 しΣ)

・3.ビ ち ら と も言 え な い(普 通)

③ あ ま りそ う思 わ な い 〔あ ま り良 くな い)
1⊥3全 くそ う思 わ な い(良 くな い}

・)[

臨
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科 目 名:看 護 研 究(統 計 学n,む)(看'護 学 科 第3学 年 後 期)

1f重f修者 委女:66西 己イ[∫数:54同 」{又委父:53「 司↓1又率:98.!{,o

*評 価結果 いr均)

L
l劉

H' ,)問3

.(i3.`?

1擁.惚£ 問6

2.8

問7 問8

2.3 2、3

問9

1.8

il【」101

`」鋭劇lll12
問i

5」

↓)〔,〕
.

t

問16 問1 7 川8

3.1
,,
.,.1 22.7

1
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*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

看、脚 院 嚇ll糖 む1コ ー 肩 ネ・ ケ・ 望 月 吉 勝

人 変 厳 し い 評 価 で し た.特 に 、 教'自'の 授 業 の 進 め 方 や 、 教 官 間 の 連 携 が と れ て い な い と の 指 摘 が あ り ま

し たuイ 旨才商力髪ち … 犬二∫二.と〔ニゾ:)しドCは 直報1;臣.に'受陣け1ヒ ダ)、 己気善 し て し、き まづー

開 講 時 に 説1円 した よ う に 、 こ の 科・目 は 研 究 び)一一・般 論 ヒ看'護 学ll頁」或で の 研 究 と ノ～ソ コ ン に よ る デ ー タ解 析

潰 習 の3!.Jの バ ー一トか ら 構.成 して あ り ま す.同 じ よ う な 事 柄 を 取 り上 げ る に して も 観.点 が 違 い ま す し 、 こ

れ ら の バ ー トを 学 ん で い け ば 理 解 ・arifir.`..き る.よ う に 構 成 し た つ も りで す も ち ろ ん 授 裳 時 間 外 に も 自 己

学 習 が 必 要 て"す が 、 こ れ は ノく学 ーで学 ぶ11./.5/111どの 科 目 で も 必 要 な こ ヒで す

ま た 、 学 習 のIJhけ に な れ ば と 「fil卜究 ス キ1レ の ヒ ン ト1や 「バ ラ と ノ ン バ ラ の 使 い 分 け1な ど のPoWCr

Pointフ7Ffル を1'1作 し て 授 業 に111い る な ど 、 創 意::1二た を距こね て き た つ も り で す.ヒ こ ろ が 、 授 業111に 机

に 伏 し て 寝 て い た 学 生 や 、 パ ソ コ ン演 習 中 に 授 業 とは 無 関 係 な ホ ー ム ペ ー ジ を 開 い て 遊 ん で い た 学 生 が 何

人 も い た こ と をlid.憶 して い ま す.べ 『・れ.ば 出 来 る ビ1∠=習内 容 で'も 、 べー・ら な け れ.ばIIII来 な い(ノ)はrP]11(わ ∫【Fで'す1、

自 山 記 載 に 多 か …、・た こ とを 踏 ま え て 、 来 年 度 は 各 バ ・・トの 分 担 と 各 々 の 達'成 目 標 を も'・、・と 明 確 に 示 弓 こ

と と 、 レ ー1-一 卜提 出 が あ ま り ∫{}:なら な い よ う に 配 慮 し た い ヒ思 い ま す ま た 、 教 官 の 声 が 聞 き ユ1くれ な い と

(ノ)a旨lkj/J㍉右,り まLノ:=v)て 「』、 己父IL穿し ノ≧し、とlii、しΣま 弓-二

科ll名:地 域111ilt;学ll(看 護 学 手:卜第3学 年 後 期)

1霞{「ち≡Y昌委交:66酉 己イlf委父:651口fl「 く委父:64 【μμ「ぐ率:98.5〔,D

*};† イilll糸lll旨乏/'r」 』勾〕

問1

i.(

問2

.〉.1)

1塾 ∫

1"1131"141151田6「17
'1圏

13・3
.一一.一._.J.'.一一⊥一一.-ll鐘一_3二1_

曲引融-
3.313.lI3、2iI

問8

J

つ
一

}(
}
,

」

)))

)」
一し

鴫

一
1川13

32

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

晦 蝋 誰 勃 に1一 デ1略 一 ・一 佐 藤 雅 子

手受コ葭1上也」或 看「護タデ:H」1よ 言寅??科 ・レ1ヒい う よ りづ≦「祭は 講 一fk:ヒ1'寅㍉響v)1昆合利・ii噛'(ひポ'テ ゾセカ～X171`1:]1..IIを・した?l

l殆 ど講 義i一 の 感 」巴を 書 い て い ま した が そ び)通 りで あ っ た と思 い ます.,本 年 度 は23の 授 業終 ゴ時,・、1エに

1川↓」!曳看・ロ些♪}牝lfヌ…キ響」 カf入、り、有ff貝月乎受壌匙1よこv)「 学 外 体験 学 習 」v)ガ解rf楕学=1111、琶と1{lll受マミ1まf右馬夢ミを 渦忠yブクくf卜

度 の 地 域 石'護学 実 肖」且や 保 健 師 国 家 試 験'3∫:習の 学 習 動 機 づ け に な る よ う に と考 え た 内 容 と し まL.た.イ く学

は 看護 師 ・保 健1'liUの一一貫 教 育 で す の で 、 私 は学 生 た ち が 地」或の 中 に あ る 実 習 場・で 見聞 きす る現 象 や 参)111体

験 が 看護 学 の 体 系 的 学 習 の 何 処 に 位 置つ くか を 「意 味 づ け 、 考 え る1こ とが 市 装:と考 えて い.よ'弓..そ の た

め に 必 要 と ・皆えた 学 習 内容 の.吊 と担 当 教 官 数 の 関 係 で 本 年 度 は 講 義 時 問 か .多くな り ま した しか し イN学1.

生 は 知識 獲イil・へ の 積 極 的 姿.勢や 行動 力 が か な りあ ります の で 、 今 後 は学 生 ⊥ 体の 参力r所1!学習 ノ∫法へ の 【.た

カご'1と・1皮ことhiirし`cし 》ま'弓.
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科 目名:基 礎 看護技 術学 ⊥(看 護学科 第1学 年後期)

履修 者数:59配 布 数581111収 数:58L」 収率!00%

*評 仙結 果 いド均}

問1問2
1

問3 問4 問5

3.51.2
1

問14i問15
脚

3.EiILO

1.1

問16

1.]

3.6

問17

3」

3.0

問is

1ユ

問6問7

-1.13.S)

間8問9

3.83.6

問10ド}jllr712r713

3.73.93.83.5

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

職r磯 技id=r'r'1・1一デrrタ ・ 良 村 貞 子

基礎 看 護技 術'」ζ可 は 、第1学 年 に 行 う最 初の 看 護 専 門 科 口の 演 習(9⊂)時 問)で あ り 、 目常 生 活 及 び診 療

に伴 うII財く的 看護 才芝術 を学 習 す る科 目で あ る,本 年 度 は右 片 麻輝 の あ る 入 院 患 者Aさ ん を想 定 し、 ど の よ

うな援 助 が 必 要 か を 各 履 修 主 題 に そ っ て 考 え 、 そ れ を実 施 す る 課 題 学 習 を課 した..ま た 、 総 合演 習 で は 、

学 生 ・人 ひ と りに異 な る 具体 的 な 看 護場 面 の 課 題 を与 え 、 そ の 実 施 内 容 を他 の 学 牛 及 び教 官 が 評lliliし、 各

ゴ1ζソLに フ で・一ドノくッ ク した

ほ ヒん どの 学 生 が熱 心 に演 習 に 参 加 し、 積 極 的 な 自己 学:rigへの 取 り組 み が み ら れ た 。 こ の た め 、4以L

の総 合 評 価 を得 た もの とW.u.われ る.し か し、 「演 習 時 間 を も っ と 長 く して ほ しい」、1も っ と様 々な 方法 で

実 施 して み た か っ た1、lII1'麻 痺 以 外 の 想 定 も希 望 す る」 な どのri由 記 載 もあ り、 限 られ た 時Rol内 で どの よ

うに 演 習 を展 開 す る か には さ ら な る 検 討 が 必 要 で あ る また 、 自 己学'i'`しや す い 実 習 室 の ・層 の 環 境 整{lli

も課 題 で あ る1

科 目 名:生 活 援 助 論ll(看 護 学 科・第2学 年 後 期)

1凌イ蔭1者凄交:72酉 己イ「f姿交:721口1⊥ 区凄女:72 回収率100%

*評 価 結 果 い1冗ま勾)

問1

3」

問14問15問16

.i.,iI,i.:)1,i.O

問i7

,i.,)

問[8

J.il

　　 　

問7旨 問8
　

:3」13.4
L

3,13.5

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

生謝 鋤,・創 コー・アrネ ・ ケ・ 北 村 久 美 子

生 活 援 助 論llは 、地 域 で 牛 活 して い る 各 ラ イフサ イ クルや さ ま ざ ま な健 康状 態 に あ る 人 々 を 嬉∫象 に した

L」常 生活 援 助 技 材lfを習 得す る こ ヒを 目標 に して い ます

今 年 度 は 、 昨 年 行 わ れ た 学 生 に よ る授 業 評 価 を受 け て 、改 善 す べ き授 業 内容 、 指 導 ノ∫法 そ して 参 疹 に な

る コ メ ン トを授 業展 開 に 生 か す よ うll夫 し、努 力 し ま した そ の結 果 、今lillの授 業 評 価 で は 、間1を 除 き、

令問 す べ て が1'lil'11度を ヒ回 って い ま した 、 しか し、学 生 の 到 達 目標 を具 体 的 に明 らか に して お くこ とな ど

L,Ci-i'すべ き点 は 、 まだ まだ あ りよす 。

学 生 の 評価 は 、 謙 虚 に受 けIEめ 、 今 後 、 さ ら な る 努 力 を して ゆ きた い と思 い ますrI

」
.一一27
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科Il名:母 性 看 護 学(看 護 学 科 第3学 年 後 期)

lf覚イ1峯著9凄女:56酉 己石∫数:551ul工b(委 女:55 回 」{又率.lo(}Q「 、

*「 計iるfltli糸【1{果('μ 」)

問1

3.1

1

,
一

問2問31阻

373.63.3

F冒5… 「昌J6

J.O

i妬巨讐 .讐酬
i.:〉

間7問8問g問10

3..↓4.〔 〕3.11.o

問ll

3.9

問12

3.3

問13

3.5

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

剛 妬 護学 コ・ ア{..y._野 村 紀 子

演 習 のlr寺問 は 、 臨 時 の特 別 講 義 を 人 れ た ため 少 な くな ・二)てし ま ・・)た一

次 回 か ら は 、特 別 講 義 を い れ る時 期 につ い て検 討 した い

篭

*小 児 看 護 学 の 評 価 に 対 す る 感 想

1.小 児 看護 学:

1>小 児 の 特 徴 、 成 長 ・iii.'、 発 達 課 題 、 小 児 の 健 康 と家 族 ・社 会}二い つ た1健 康 な 小 児 と家 〃実の 理 解

か ら、2)「 ス トレ ス ・健 康 問 題 を有 す る ノJ・児 と家 族 の理 解1へ と学 う↓マを 進 行 し、 最 後 に3)t;lu-tの 方略 と

ケ ア技fllllの統 含 を意 図1、て 展 開 して い る 講 義 展 開 は 、 受 身 の 学 習 に 終 始 しな い よ う講 義 と連動 す るか

た ちで 随 時 レポ ー ト課 題 を課 し、 さ ら に暗 記 で は な く 考幽え る ・思 考す る学 習 方 法 を意 図 し展 開1,て い る.

講 義 開始 時 に1卜問 ス ケ ジ コ.-1レ ・課 題 内 容 及 び提1【f',内容 と時 期 の 周 矢11を図 っ て い る

ll.評 佃iに関 す る 感 想:

巾 学 生 自 身 に 関 す る問 い で 評 価 が 高 か っ た の は 、 「授 業内容 を理 解 す る た め に 努 力 し ま した か1で あ 一)

た 、 こ の 結 果は 、 受 身 で 講義 を聞 く学 習 形 態 に終 始 せ1ず、 学 生 自 らが 課 題 にill」か っ て と り組 む 学 習 方法

の 導 人 、 積 み ・11:ねの 結 果 と評lll11する2講 義 訓 画 に 関 す る計 価 は 、'r均 ギ リギ リのrtいri†lliliであ っ た、,

原 囚 とLて 、 「ほ とん,.;の 学 生 は シ ラバ ス を持 参 して い な い1、 さ ら に13年 度 同 様 に小 児看 護 学 は14年 度

も92コ マ 必 要 で シ ラ バ スに 記 も した が 、f可ぴ)確f」ILp・説H月力{無い ま ま75コ マ しか 時 間 害IJヒf'G=保さオtず、 変

更 とな.,た 理 山 ・fl疹ILを教 務 に 求 め たが 、約15コ マ 不 足 な 中 で 展 開 しな け れ ば な ら な か っ た.学 生 に は

申L訳 な か ・.,たが この よ うな あ ・ブCは な らな い無 」甲が 影響 したLttlわ れ る3教 育 意 欲 及 び1小教 育 ア熊度 、

151総 合 評 価 に 関 して も 、12・の 講 義 計 画 同 様 の 評lllllであ っ た 、2年 次 まで の 細 か な指 示 に よる 学 習 ノ∫法 と

の 相違 に よ る ∫f惑い ・混 乱 ・教 員に 対 す る 不 満 の積 み 重:ねが 背 景 に あ ・一・た よ うに 感 じて い る 〔1111究室 で

の 会 話 か ら)1溝 義 技 術 に1'llして 、暗 記 で は な く、学 生 の 統 合思 考 す る学 習 を意 図 し展 開 して い るが 、

この 学:-1;1ノ∫法 に 関 して は 、 咋 午の 学 生 と 今 年の 学 生 間 で 評 価 が 分 か れ 、 また 今 年度 の学 生 間 で も分 か れ

て お り、i.T.ての 学 生 に とっ て 良 い と過 信 して は な らな い 教 訓 を得 た マ イクが 充 電 され て お らず 使 用 で

き な いHが 多 く、声 が 小 さ く学 生 に 不 利 益 をJえ た こ とは 反 省 点 で あ る.OHPは 、`rLi1,を7}llすた め ノー

トが とれ な い ヒい う支 障 が あ り、i,年 度 か ら は 全 て ハ ワ ー ボ でン トに 切 替 る 対 処 を 図 一・た マTク ・視

聴 覚 教 材 等 のaf!'一は 、 こ の 大学 で は ヒこが 管 理 す る の で し ょ うか 学 生 に 明 小 が 必 要 ≧思 い ます 、1
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科 目名:小 児看護学(看 護学科第3学 年通年)

履修者数:56配 布数:55回 収数:55

*評 価結果(平 均)

回刈又率100%

問1 問2 問3 問4 問5 問6 問7 問8
一

3.3

問9 問10 問11 問12 問13

3.1 4.0 3.6 3.2 3.3 3.6 2.9 3.`L 3.1 3.0 3.2 3.4

問14問15問16問17問18

3.313.213.513.513.1

*評 価 に対 す る コ メ ン ト

小児看謝 ・コーディネーター 岡 田 洋 子

1.小 児看護学における演習:・
i>小児の成長 ・発達、発達課題、2)「ス トレス ・健康問題 を有する小児と家族の理解」、3>看 護の方略

とケア技術の統合、の単元において、演習 を導入 している。
II.評 価に対する感想=

学生白身に関する問いの中で最 も高かった評価は、問2「 演習に積極的に参加 したと思い ましたか」
であった。この結果は、受身ではなく、学生自ら課題に向かって取 り組む学習方法を意図 してとり入れ
ている結果 と評価するn演 習計画に関する問いの中で最 も低かった評価は、問7「 学生数に対 して指導
教官は適切でしたか」であった。教授1名 ・助予1名 の計2名 での展開は、助手が4学 年の実習に出る
と教授1名 とな り、1名 欠員(小 児看護学担当の講師あるいは助教授)と なった教員補充が急務であるこ
とを示 している。演習内容および演習環境 に関する評価は平均的であった。演習課題の準備 ・動機づけ、
演習計画と方法、演習への主体的取 り組み等 については、妥当な結果と評価する。
小児看護学の演画をさらに充実 していくには、他大学なみの最低3名 の小児看護学担当教員確保が必

要である(現状 は短期大学より悪い)。大学院を抱える大学の小児看護学領域 を、小児看護学実習1・II
を含め教授1名 ・助手1名 の計2名 での展開は、教育 ・演習 ・実習の質 ・レベルを問うのであれば、不
ロ∫能であることは自明のことと認識 している。

■■臓纈燃蠣 砺鱒雛鱒■璽欄欄欄轍 尉 徽 臓 ● ■ 攣 凹 凹 脳 撒'〃 微㈱繍鱒■■

一

あなた自身について

』 一 一 一 一 一 一 一 「 一

実 習 計 画

一一一

実 習 内 容

実 暫 環 境

総 合 評 価

実習企画に対する学生評価

1

2

9
0

問

問

問

問4

実習用の配付資料 を読む等 も含め、実習前の予習は十分でしたか。

実習に積極的に参加 したと思いますか。

実習への取 り組みは学習 目標へ到達するための態度として適切なもので
したか。

履修要項に記載 されている履修の 目的は達成されましたか。

問5事 前 に実習 日標の説明がなされていましたか。

問6実 習はスケジュールに沿って予定 どお り行われていましたか。
問7学 生数に対 し、指導教官数は適切で したか。

問8実 習を展開する ヒで適切な能力を備えた人材が配置されていましたか。

問9指 導教官間の連携(実 習中の支援等)は 機能 していましたか。

問10実 習全体の内容は関連する講義科 目の内容 と対応がとれていましたか。
間11実 習内容の難易度は適切でしたか。

問12準 備 された説明書 ・実習書は実習内容 を把握するのに役立ちましたか。

問13今 後の学習への興味を増す内容で したか、、

問14実 習用の設備、機材、用具などは必要十分な性能と量で したか。
問15実 習中の安企に対する適切な指導 と配慮がなされていましたか。

問16学 生の人権に対する配慮がなされていましたか、,

問17各 項 目は実習 として行う価値のある内容 と思われましたか。

⑤ 強くそう思 う(非 常に良い)

④ やや思う(良 い)
③ どちらとも言えない(普 通)

② あまりそう思わない(あ まり良 くない)

① 全 くそう思わない(良 くない)

一29一

}
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科 目 名:生 命 科 学 実 習 且(医 学 科 第1学 年 後 期)

1f重イ1多」昔 数:94酉 己イげ数:93回 耳又二数:93 回収率100%

*評 価 結 果('均)

川1

3.6

f"J2「 菖13

1.3 1.1

問4

1.1

問51問6
「

1.01.1

11「

問7問8;問9
'1

3.83,93.6

問1()1

3.7

問11

3.7

問12

4.1

問司
3.6

i

1菖116417r718

3.i3.:,

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

生命科学実湘 ・1一テ 停 一 ケー 谷 本 光 穂

'11授業 評 価 は 新 ・新 カ リ キ ・・ラ ム 初 年 度 の もの で あ る 、 以 前 は総 合生 命 科 学 実 習IVの 中 で 展 聞 して い た

が 、そ の 内 容 は 物 理 学 、統 計 情 報 処 理 、脳 解 剖 な どの 多 分野 か ら構 成 され て い た、、この 実 習 科 目は物 理 学

に 関 す る 分 野 の み とな り、 授 業 時 間 数 も15コ マ か ら45コ マ と ノく1隔に増 え 、 実"ii内 容 も課 題 を全llll的に 見lll1:

し、実 習 占 の 改 定 も行 く・だ,課 題 は 、 弾 性 体 、 光学 、流 体 、 電 磁 気 、 放射 線 と幅 広 い 分 野 か ら構 成 され 、

r【然 科 学 的 な 考 察 ノ」を 養 う こ と を 目的 と して い る 。 実 習 書 は 、昨 年 の ア ン ケ ー トの 「事 前 学 習 の た め 実 習

,1}:の事 前 配 布 を 希望 」 とい う要 望 に 応 え た 、 ま た 、1授 叢評 価 」 は 、A、B組 別 に 行 ・)た、,A糸ltは 、先 発

で 冬休 み を挟 む 時 期 、B組 は 後 発 で 試験 週 直 前 まで 、 と状 況 がmな る こ と もあ ・=・て評 価 に は微 妙 な'{:III/i'.:1:が

見 られ るが 、概 ね 良 好 な評 価 が 得 られ 、 教 育 効 果はLが っ て い る とい え る 。 レポ ー・ト作 成 にiす る 指it`jも

111:視して い る が 、 学 生 に は 相 当 重荷 の よ うで あ る.次 年 度 は ゆ と りを持 た せ る な どの改 善 を行 い 、実 習 を

充実 させ た い、.

灘斑.

科 目 名:病 礎 医 学 実 習V(医 学 科 第4学 年 後 期)

Iiili'κ 数:106酉 己イf数:92「 口川又委父:51 回 月又率56.59で)

*評 価 結 果 いr」勾)

問1問21問3

3.03,813.8
」

　

問川 間15…
1り ワ り り

"ニ
ーL翌 一」

問4轡 壕
i.h:i.fi

5

3

「1..

ドロ6ド 目71ド ロ8r目 ～)

3.23,43,4321

問lo

3.2

問11

3.3

一.

問12

,i,')

.

川

3,

ー

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

基礎医学実習vコ ・・デf† ・・.ケ・.塩 野 寛

社 会 医 学3科 目 を1-fネ イ トと して 試験 前 の こ の 時 期 に実 習 を 行 うの は 、 学 牛 に とっ て.卜分 身 に 人

る 実 習 が 出 来な い の か も知 れ な い、

3p



科 目 名:生 命 科 学 実 習IV(医 学 科 第1学 年 後 期)

履 イ1参齢 萎女:94西 己石∫委女:92回 ⊥1又委父:9()

*、{馳トでilli糸、11耳ミ(、 丁応よ勺)

問1

3.(;

問2

42

塵lli聯.

fAl3… 陽」・1

1.111.(1

問7「 問8

3.6巨.o
[

i目1⊥トぐ率:97.8～ 聖o

斜
問1

3.h

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

生命科学実習IVコ ーテ でネ・ タ・ 渡 音区 岡1」

イく実 習 で は 、Il:常 の 人体 組 織 の 構 築 を理 解 す る こ と を[的 と して 、iL常 絹 織 椋 本の 顕 微 鏡 観 察 お よぴ 代

ノく的 な病 理 像 の 小1覚 ・解 説 を 行 つ て い る,争 年 は 前 年度 の授 業 再平価 の 結 果 を 考慮 して 、 実 習 プ リン トの 内

容 を 全面改 訂 した,、変1夏点 は 、 実 習 プ リ ン トに学 習 目標 ・到 達 目標 や 観 衝{すべ き橘 造 を明 記 し 各lll1の実 習

の 目的 を 明 確 に した こ と、 お よ び 、 ス ケ ッチ の提 出 を求 め る 課 題 を 各 回3テ ・・マ に 厳 選 した こ とで あ る..

そ の結 果 、 前 年 度(総 合生 命千」[・学 実 習HDと 比 較 して 、 今岡 の 評 価 で は 各項Ilで 」r均U,/ポTン ト程 度[.

71し 、実 習 方法 σ)改ll宰の 効 果か 認 め られ/ン た た 相 変 わ らず 、受 講 学 生 び)・部 か ら1標 本 の 数 が 多 く、 観

察 ・ス ケ ソチ す るの が 人変 で あ る 司 とい う意 見 が寄 せ ら れ た が 、 争 後 人 類 が 進 化 し て 人体 を構 成 す る組

織 ・器官 の 数 が 減 る よ うな こ と で もな い 限 り、 医 学4こ般 の基II楚と して の組 織 学 実 習 で 、 こ れ/'/上 観 架 標 イ《

が 減 る こ とは ない と思 わ れ る,ま た 、 ご く 部 の 学 生 か ら、1放 課 後 も残 っ て ス ケ ッチ を す る 人が い る が 、

そ うい うの は(評 価 され る トで)不 公 平 で あ る か ら やめ きせ て 欲 しい!と い う不思 議 な コ メン トを い た た

い た1,LかLな か ら、1「IJ学心 の あ る学 ノ1こを積}u5<.fl'Jにサ ボ ー トす るU)か ノく♂』1=v)教官 と して の 我 々(乃仕 。II・でc+)

る の で 、 今後 も 、 意 欲 の あ る学 ノ1こが 水 曜 日の 午 後 な どの 空 き時 間 に顕1}}乏鏡 実 習 室 や 我 々の 側 究 室 で1㍗hjζ二自

11♪'する こ ヒは 歓 迎Lた い 、.,

「焦憩 鰯1
,
ヒ

科 目 名:生 体 観 察')`il1,il1(看 護 学 科 第1学 年 後 期)

履 修 ～↑数:60配 布 数:51回 収 数:50 回収率98.0%

*評fl翫結 果el呪 均)

調 週2問3
川14

i問9

3.6

問12

i.i

問 ユ3

1.0

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

'囲・観察実伽 一テ ゴネ・ ケ・ 岩 元 純

前 年 度 の 評 価(i.項[び)平 均 で 、3.2>を い た だ い たか 、 こ れ は 合 格 ラ インす れ す れ の 評 価 で あ ・.・た1.、

そ の際 に学 生 か ら指 摘 され た 改 善点 と して1牛 理 学 の 講 義 を す べ て終 わ らせ て か ら実 習 を お こ な う」 とい

う宿 題 を い た だい て お り、 翌 平 成11年 度 で は 、学 牛 課 に お 願 い して 、1学 年後 期 の1⊂瑚 に あ ・)た前 の ス ケ

シ ュ ー・ル を11Uと1?17に 変 更 して い た だ い た、 また 、 各実 習 項 目の 教 官 の ご 努 力 も 曳 に グ レー ドア ッ』ブ.し

て い た こ とが 反 映 され て 、 全 項 口の 平 均 点3.9と 大 幅 に 評 価 が 改 善 した もの と思 わ れ る 、,コー デ でネ ーv一

と して は胸 を なで お ろ して い る=講 義 とmな っ て 、 複数 の教 官 の 協 力 が 必 要 な実 習 にお い て は 、 コ ・一デ ゴ

わ 一ター の 責務 は も と よ り、 各先 生 ノ∫の 学 識 ・実 施 能 力 ・学 生 との コ ミュニ ケ ー シ ョ ン能 力 も 重要 に な っ

て くる1、そ の 意 味 で 、 この よ う な評 価 をい た だ い た こLを 励 み に更 な る 改 善 に努 力 した い 、,

Ji

臨
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科 目 名:生 命 科 学 実 習 皿(医 学 科 第1学 年 後 期>

lf夏fl参.Y'数:9・1酉 己・白f数:91i]1月 又委父:9〔)

*評 価 結 果 い14均)
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*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

嘱 淋 噛滑11】 柵 ・コ・イ 伴 汐 ・一 山 内 也

ノヒlfl了科ノ}∫='
.,;,/:_"iilnの'充 〒」1「勺 容1ま 、 前 期 に'」1ζ二ん ノ1三コ ン ピ コ ・一 タ ・.一リ ブ.ラ シ ー一 と 糸充i汁f三1奇ぴ).初 乏レ を..!、 ク セ ル ベ.'糸充

ll1'ソ 『ノ トSpSSを 用 い てF1.体 的1二 解 く こ と に あ る

ク ヲ ス をA糸}1、B組(ノ)2ク ラ.ス に 分 け 、A糸[1が 牛 命 科・∫二11実 習IIを 受 け て し」る と き は 、B糸11.は ノヒ 命 科・"11実

習mを 受 け る と い う.よ う にL.て 、 担'li.孜 官 に は 負 担 」.曽}二な る か 、.i!・「12PI1の 実 習 を 展 開L./1:

1、.ク)イ虻 オ=ドi4:乎1.'デ:=)し ・』『⊂'1と し・う 面・ドf川　ぴ)/頁 一⊂=ば、土、2/,'、L3、1.1、3.8と し・う 、}5Ffllli'C1,t)乏壬}カζ、ICUlび)[i'1`fdliカI

f氏 いv)は 実 習'llllに 一ノ リ シ.ト を 配 布 す る た め.ヒ 思 わ れ る 問2、3、4v)評fittiは 学 ノ1ら白 身 も そ'れ な り に 評.

価 し て い る と 思 う

1'.」2【↓Y3}/『phjlI』 し・う 、11督illi(/)J.貝冒c』1.よ、3.8、4.1、3.5、3.8、3.G.ヒ ㌧、うil冒『r.る=び)噛.Cオ'旨 〕5享孝文/∵llll(ノ),}1塵括ちイ↓2.ヒ』首!

も う 少 し.強fヒ 匿・1-.る必 要 が あ る と 「1疹え ら れ る

1'メ 〔㌔」・?1ノ・r{乍 」 、ヒ:しb・.)ll平fil「iび)∫ 亘 　Cl、 よ 、3.7、3.4、3.7、3.5L二 ㌧ ㍉一うll†・fdiiイ妻しノ)て τ＼':ノ ≦1'1「}～グ)ベ ノ リ ノ∫L.「 も ・)く↓!'L.1.

疫 を 凝 ら ー・1必1擾カジあ る よ う で あ る.

レ た1馬マ∫塁.卜尭

「ジ己㌃.≧r71r』ip.-fiililtj_:う_≦)な`ノ),c

と し ・う 訓 こfdliしり/1'1冒cll.よ 、3.8、4.o、3.8ヒ し 」う 、評 伺ltな4つ 噛.ξ
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*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

ノ澗/l瞠 臨IYコ ー.テ.序,,一 林 要 喜 知

人 間 科 学 実;,:,に 対 す る 学 生 の 取 り組 み!.i極 め て 積 極 的 で あ り 、 学二生 の 意 欲 は 極 め て 高 い 科 目 と い え る 、.

'』1`ヅ』 汗佃i」兵llの'r」.∫」点 は3 .8で1あ り 、f也 の 実 習 科・目.ヒJ'ヒ較 し.て'も 平/勺 的 な 評fiftiであ る と 判i祈 さ・れ/,)が 、Ill'1三

い 学 生 の 意 欲 に 必 ず し も.卜 分 に は 応 え て い な い 点 が あ る.ヒ ・客.21,ら れ た そ こ で 、 学 生 の 具 体 的 な コ メ ン ト

を 疹『慮 し 、 以 卜.の3点 に つ い て 改 善Lた い}二 考 え て い る 、 ま ず 、D実 習 内 容 ご と に た き く評filliが11【llなる

ノ≧ダ)、 少'な く と二も 、.各 々(ノ)1ノ寸'容こ"、ヒ 〔f列え1よ'、 済ヒ牛勿r=「 ミ、 ヰ勿」=甲f弓`:才5よひごfヒ学 著「こ1に オっけ て』;1平fdijくを♂.!'iiisした

い .。こ れ に よ り 、 今 後 よ り き め 細 か く学 生 評 価 に 寿土応 で き る で あ ろ う ま た 、2}他 の 実 習 科IIげ 【七体 観

察 実 習 お.よ ぴり!三礎 石.護 学 実 習 〕 との 重 複 時 期 が あ る た め 、 レ ポ ・ ト提 出 のf'i業 時 間 が 少 な い と 感 じ る 学 牛

力{多 力・一.:、た.、.こ の.中こ複 に 対』1-.て1よ、 カ リ キ.ユ ラ ム ト.の己父ギ穿.策 を†易占義す ハく旨き『ぐあ る と 考.え 『ぐい る..ま た 、

3)/声 年 度 評 価 で は 、 化 学 分 野 の 実 習 課 題 に 対 幽τ1.る指 摘 が 多 か ・..・た た め 、 そ れ ら を ふ ま え て 、 実 習 内 容 量

の 軽 減 や レ ホ.-1・ 作 成 の 指iHf.方 法 に つ い て 見 直Lす る つ も り で あ る 二

:.,.,



科 目名:解 剖学実習(医 学科 第2学 年後期 〉

履修者数:98配 布数:96回 収数89 回収率92.7%

*、∫¶∫r田糸吉辱も(「 三土勺)
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1.1

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

角糊'拶 こ習 ・・一ブ"俸 ・タ・ 吉 田 成 孝

乍般 とLて お お む ね 良 好 な 評fllhか下 っ て い る もの}二 疹え る.前 年度 は 間7の 教 官 数 に 関 して 亀r均3.3と

や や厳 しい 評filliであ'、・た が 、 本 年 度 か ら1解 剖 の 教 官 が1名 増 え た こ とで 」r均3.8と 改 善 した.他 の 」頁 目

に関 して は お お む ね 前年 度 と同[箔 平価 で あ る,そ の 中 で 学 生ri身 の い わ ば 白己 評 価 で あ る1実rfへ の 取 組1

に対 す る 問1と 問2が 前 年 度 よ り(/.と0.1そ れ ぞ れ 低 くな'=・た の が 目 にf寸く .ま た 、 今 回 のn価 で1'1由 記

械 され た 意 見 も15件 しか な か ・二・た(昨 年 度 は35件)実 習 に 限 らず 何 事 に も租 極 的 に参 ノ川噛弓『る 姿 勢 が 欲 し

い,1寄 せ られ たu,iLの 中で は実'i"時 間 や 回 数 が 不 足 して い る こ とを 指 摘 す る もの が 複 数 あ った が 、 実 習 の

日標 は 現 在の 回 数 と時 間 数 で 達 成 で き て い る もの と考 え られ る 来年 度 か ら新 た な カ リキ ー・ラ ムの も とで 、

さ ら に充 づ≦したソ≦う1♪1とした い .,

臨地看護学実習企画に対する学生評価

あなた 白身 について

実 習 旧 画

問1

問2

問3

問4

実習用の配伺資料を読む等 も含め、実習前の予習は レ分で したか、、

実習に秋極的に参加 した ヒ思いますか
実習への取 り組みは学習 目標へ到1望するための態度 として適切なもので

したか、,

履修要項に記載 されている履修の目的は達成され ましたか..

実 習 内 容

実 習 環 」尭

総 合 評 価

問5

1AIG

川7

川8

問9

問10

問11

問1'

間13

問14

'婦1∫に 実`la」Li'
iH-,:と 桜光要 の 説 明 が な さ れ て い ま し た か 、

実 習 は ス ケ ジ コ.一 ル に 沿 ・.,て1'%tど お り 行 わ れ て い ま し た か 、.

学 生 数 に 対 し、 指 導 教 官 数 と 実 習 指 導 者 数 は 適 切 で し た か 、、

ヨ旨そ尊孝父'[了と実 習 才旨」尊 渚'(ノ)曇逗才trは と れ て い ま し た カ・.

これ まで の学 習 内 容 を活 川 して実 習 を展 開 す る こ とが で き ま したか 。

受 け持 ち患 者の看 護の 鄭 易 度(コ ミコ.ニケー ションも含め て)は 、適 切で したか 、.

看 護 過 程 につ いて 、指 導 教 官 や実 習 指 導 者 か ら明 確 な助 言 が 得 られ ました か 、

看 護 技 術 を実 践 す る機 会 が 多 く与 え られ ま した か1,

カ ン フ ァレ ン ス にお い て 、 看 護 に 関す る 明 確 な討 議 が な さ れ ま した か.1

実 習 記 録 ・レポ ー ト等 の 量』は 適 切 で した か1=,

問15実 習場の設備、機材、用具、物品等は必要十分な質とdで したか、.

間16実 習中の安全に対する適切な指導 と配慮がなされていましたか

問17=r1の 人権に対する配慮がなされていましたか

問i8実 習は看護の専門性 に対する関心や意欲を高めましたか 、

.5!強 くそ う思 う(非 常 に良 い}

哩1べ 」べ」思 う(良 し・)
.塗 ど ら ら と も 壽 え な い(普 通>

121あ ま りそ う思 わ な い(あ ま り良 くない)

1・ 全 くそ う思 わ な い(良 くな い)

詔

■■



一 ."..い,.「_、

科 目名:邑 乍看護学実習(看 護学科 第3学 乍後期)

履修者数:66配 布数:43回 収数:43 1口川又停{:100「,o

*「;」1えfiiii系i昏f果(、iそナ勺)

問3
1

・12

問4
..
3.6

問5i問6旨 問 ・ 問 ・ … 問 ・ 問lo

3.5

問II

J.13.1 3.7:2.92.83.・1
」

1司121司13
-.1

3.(i3.fi

・警撫y黒1

*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

齢 看護実習 ・7・・プff・ タ・ 野 村 紀 子

臨 地 看 護 学 実'iiの 改 変 と 文部 科 学 省の 指 針 を受 け 、 「老 人看 護 学 実 習 」 は 、3年 生 で 実 施 す る こ と と な っ

た 、=1.よた 、 「老 人 看護 学1担 当 の 教 官 が い る に も関 わ らず 、 実 習 指 ・惇 を拒 否 した とい う;(十緯 もあ ・.・て 、急、

邊 、 邑 人 石・護 学 実 習 コー デ でネー ター を決 め た とい う事 実 が あ ・った.、学 生 に と・って は 、 雰 囲 気 的 に落 ち 着

か な い実'iiに な'・.,てし ま'・)た、この 結 一果 が 、 間5、 問gに 」=見れ て い る.ヒ考'えら れ る 、、また 、指 導 を担 当 し

た 教'自'も、 急 な こ とで 、 【'分な準 備 が で きて い な い ま まで の 実 習 指 導 ヒな'・)た.,結 果 と して 、問7、8、

9の 評 ノ.IJ:が低 い 、こ の 実 習 は 、 直接 的 な援 助 技 術 を展 開 す る実'認 目標 で あ っ た が 、 過 去 にお い て経1験の な

い 出 聚'1「が 起 こ ・・二・た(ノ)も.'拝実 で あ る.、大 」拝に は 至 ら な か ・・二・た が 、患 者 α)安全が 確f・呆され なか'・.・た こ とで噛あ

る..結 果 と して 教 官ll[llは、厳 し くな ら ざる を 得 ず 、問17の 評 点 に 及 ん だ と 考'えられ る .,学 生 達 に.も、 教 官

側 にお い て も、 後味 の悪 さ を残 す 実 習 と な ・=)た、 次 年 度 か ら 、 この よ うな 問 題 を持 ・・=・た ま ま実 習 にIlllなけ

れ は'な らな い こ と は 、 極 力 避 け な け れ は'な らな い と強 く反 省 して い る

利・目 名:ノ トリ己石・占1窪三'1:実¥～'1(・ 石・占麓学二手十第3三 学 ・4寸モ1受lt月)

履 修 呂幽数:66配 布 数:・13回 収 数:・13回 収 率:100%

*高 ¶ξfdli糸'」.牙ミ(平 ・土`ワ)
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*評 価 に対 す る コ メ ン ト

小児醗 学実習1・・一着 ネー伽 岡 田 洋 子

1.小 児.f「 護.学1二 お け.る 小 児 看 護 学 実 習1:

健 康 な 小 児 と 家 族 ・社 ∠1ミ(小 児 の 特 徴 、 成 長 ・ 発 達 、 発 達 。果 題 、 小 児 α)健 康 と 家 族 ・ 社 会}に 関 す る

学 習 が1i"'rL、 学 習 内 容 が ス ト レ ス ・健 康 問 題 を 行 す る 小 児 と'家 む突の 理 解 ・.看 護 へ1と 進 行Lて い く ↓=乏階

て=』一ノ.ラ ン さ・れ 』ぐ し、る 、

ll的 は 、 小 児 と 接 す る 休 験 が 極 め て 少 な い 環 境 で 育 っ て き た 学.生 が 、 学 ん だ 知 識 を へ.・ ス に 、 以 トの
'ナ≦1笥モを・'Ll∠二

r募 こ≧、と噛.(3CQ)・る

1)/ト リ己(ノ.)!}:yj'i'{、/トリ己(ノ.)I」之⊥乏弓念i翌 ・1Li翌 言果昆亘、

2)づ 、レ1己ぴ)祉 ニゴこイヒGり 一ノ.1]一ヒ.ス1.=」31rる'家 方芙(i土 ∫ミ)び)f{乏 害り ・ 十幾 育旨

3)ノ ト リ己(ノー)f緊幽育1二'ピ ・s,±:な先≒τr楚白勺矢llII銭 ・才支休」 ・草隻野乏(わ 享こ1筈ミ

Ii.爵1卜frftil二1.昊j　・f-・るll～裳,↑以:

評 価 の,1`t'sは1.1と 高 い.学 ノ1.自 身 に 関 す る 問 い0)中 で 最 も 高 か ・.,た 評fllhは 、 問2「 実 習 に 積111く的 に

参 加Lた と 思 い ま す か 」 の ・1,6で あ 一..・た.実 習 内 容 に 関 す る 問 い のll1で 最 もf氏 か.・ た 評 価 は 、 問121看

匹i些3芝術=を'ナ ヨ[【㌔・1るf幾 ∫.ミカ書多 く 曜J・え ら れ.ま.Lた カ・1(T)°,9で 』c})っ ノこ:.

ゴ」こ・}」♪'、}1社IJ皇・、(ノ.)ギ律f萄 ・重力穏覧一.5tナ 、=些i葦 ～日寺 其月、 ゴヌ〔㍗ぞ 目{票.ヒ ノJfj:、:真 二～肇1〆、u)i. 、f侭白勺主1文り 糸日ノ人～'3・1二『...)し・'⊂』浸二'!1

な 結 果 と 評fllll一す.る 最 低 の 一行 護 技 術 に 関i-.て は 、 ・」・児fl護 学 実 習1の 目ll・)か 、 健Lj↓ な 小 児 ヒ そ の 保 幽rl'に

i塾1.謡.琢二,}111角皐rしr.t)オ壬,/二(Y)、f吏 用 再半flltiフミ 〔1「`pn/t}毛rr一百隻.'デのイ.1ミ予¥1i∫i(.二[展 界 力玉t)冴二,ヒ 考'2.濠 三}

3・1



科 目名:地 域看護学実習T(看 護学 科第3学 年後期)

履修者数:66配 布数 ・13回 収 数:43回 収率100U,・
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*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

地∫1妬、・鯵学野1⊥ コーテ 停 一v-一 北 村 久 美 子

実 習 で は 、地 域 で 生 活 す る 個 ノい 家 族 ・集 団 そ して地 域 全 体 を 看 護 の 対 象.ヒ して#nrl.え、対 象の ニ ー ス に

合 わ せ た 地 域 保 健 ・看護 の 活 動 を実 践 で きる基 礎 的 能 ノ」を養 う こ と を 目的 にLて い る、、実"i"は 、 市[llr村役

場 、 訪 問 看護 ステ ー シaン を 各1週 間 ず つ 、Io月 か らlll1の 期 間 に わ た り、 後 」トはiる 中 、 家 庭 訪 問 を

す る とい う状 況 で あ った1

今 回 の 評 価 か ら、学 生 は 、 積 極 的 に実"iiに 取 り糸Hんで お り、 特 に 、 地 域 看護 の専 門 件1.対 す る関 心 や 意

欲 を高 め た こ とが「男 らか に な っ た,学 生 自 身 の 努 ノ」と実 習 指 導 者 、教 官 の 指 導 の 結 果 と厄 わ れ る 、

しか し、 地 域 看護 学 の 授 業 科 目の ・つ が 進 も 中 の ま ま実 習 に 入'.・た た め 、学 習 結 果 を・1分に 活 用 で きな

か ・・た 点 も 見 ら れ 、 引 き続 き実 習 指 導 内 容 を 検 刮 す る 必 要 か あ る な お 、1間12」 の 看,1隻技 術 の 実 践 に つ

い て は 、f氏い評 価 が 見 られ る が 、 地域 看護 学:実習 にお け る 看 護 技 袖 の と ら え 方 と実践 につ い て のFl .mを 深

め る こ とが 今 後の 検 討-課題 と思 わ れ る、、

学 生o)評f面 は1兼虚 に受 け 止 め 、 さ ら に 、 よ り有 意 義 で 効 果的 な実 習 に な る よ う努 力 し改 論 して い き た い 、,

灘 灘 職 、、h1 1、い い 、

科 目 名:看 護 過 程 論 実 習(看 護 学 科 第2学 年 後 期)
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*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

ィ商 解 楠 実習 ・・一デ 杯 一 処 良 村 貞 子

看護 学 科 第2学 年 の5日 間 の病 棟 実 習 で あ る 本実:ll?は、1名 の 受 け 持 ち患 者 に対 し、 健 康 状 態 を アセ

ス メン トし、 石護 問 題 を明 確 化 して 看護 計 画 を 、摩ノ1案L、 実 施 及 び評 価 す る ヒい う 石'護過 程 を 体 験 的 に学 習

す る もの で あ る1,学 生 は 看護 過 程 に関 し、指 導 教 官 や実 習 指 導 者 か ら明 確 な助 言 が 得 ら れ た と して お り、

看護 の 馬〔門性 に 対 す る関 心 や 意 欲 も高 め る こ とが で きた と答 え て い る 、.したが っ て 、11/・年 同 様 、学 生 自身

か 積 極 的 に学il予した こ と もあ ・一・て 、 満 足 度 の 高 い 評 価 を 得 る こ とが で きた 、

な お 、学 生 か らは 病 棟 に よ'=,て 難 易度 の.;,が 大 き い との 指 摘 が あ'=・た が 、 実 習 指rTIと さ ら に連 携 を深

め 対 応 して 行 き た い と考 え る=ま た 、 一部 の学 生 か ら は5fl問 で は短 い との 記載 が あ っ た が 、 来 年度 か ら

の い わ ゆ る新 ・新 カ リキ ュ ラ ム で は2週 間 で実 習 を展 開 す るr一定 で あ る.
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科 目名:基 礎 看護学実習(看 護学科 第1学 年後期)

履修 κ数:59配 布数58回 収数:58回 収率 100%

*評 価 結 栄(平 均)
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*評 価 に 対 す る コ メ ン ト

基礎イi護学実習 ・ト デ 杯 一 ター一 良 村 貞 子

看 護学 科 第1学4三 の 最 初 の 病 棟 実 習(5日 間)で あ る 。 実 習 場 所 は 、 本 学 のll付属 病 院 と旭 川 赤十 字病 院

の2施 設 の 病 棟 で あ り、 学 生 は い す れ か の 施 設 で 実 習 す る 、、第1学 年 の 実 習 で は 、 看 護 に対 す る興 味 と学

習 の モ チ ベ ー シ ョ ン を高 め る こ と をね ら い と して い るが 、 ほ と ん ど の学 生 が 総 合評 価 で 看 護 の,,.門 性 に 対

す る 関心 や 意 欲 を1ジllめる こ と が で きた と回 答 して い た、、こ れ は1こ れ まで の 学np内 容 を活 用 して実 習 を展

開 す る こ とが で きた か1の 問 い に 対 す る高 い評 価 と関 連 す る もの と思 わ れ る 。 そ の ・方で 、数Yの 学 生 よ

り、実 習 時 期 を 試験 の2週 間 前 で は な く早 く して ほ しい との 希 望 か あ っ た,し か し、 他 の 科 目 との 進 展 状

況 とあ わ せ 、 現 在 の と こ ろ 、 こ の 時 期 に実 施 す る こ とが よ い と思 わ れ る 、,と て も実 り 多い 実 習 で あ'・た

との 自 由 記 述 も あ り、 今 後 も実 習 指 導者 と の よ り よ いの 連 携 の も と で実 習 を展 開 した い..

雛 礪
'拗 鐵 灘 皇

1';灘 撹 搬' 撫 撚

体育実技企画に対する学生評価

問1 授 業 に#i`t極的 に 参加 した と思 い ます か,,

あ なたド1身について
問2 授業への取 り組みは学習 目標へ到達を目指す熊度 として適切なものでし

た か 。

問3 履修要項に記載 されている履修の目的は達成 され ましたか.

問4 授 業 は ス ケ ジ コ.一ル に沿 っ て予 定 どお り行 わ れ て い ま した か.

裳 ,i 画 問5 学生数に対 し、指導教官数は適切で したか。

問6 指 導 教'1'f間の 連 携 は 機 能 して い ま した か。
一一一

問7
`拝前指 導 は

、実 技 を 行 う上 で 役 、ン1つ内 容 で した か 、

授 h 「人J 容 問8 授 業に よ っ て課 題 の 要 ∫!」、を理 解 し、 基礎 的 な技 術 を習 得 で き ま した か、,

問9 授h内 容の難易度は適切で したか 「

問lo 授 業 用 の 設 備 、機 材 、 用 具等 は必 要 卜分 な性 能 と 革'でした か,

授 業 環 境 問11 授 業中 の 安/nに 対 す る適 切 な 指 導 と配 慮 が な され て い ま した か 、,

問12 学 ー の 人権 に対 す る 配 慮 が な され て い ま した か,,

総 合 評 価 問13 この 授 業 は1dli/直の あ る内 容 と思 わ れ ま した か1、

鼎 強 くそ う思 う(非 常 に 良 い)

(4)べ 」べ,思う(良 し・)

(3)ど ち ら と も言 え な い(普 通)

〔2}あ ま りそ う思 わ な い(あ ま り良 くな い)

〔L十 _く そ う思 わ な い(良 くな い)

(i



科 目名:体 育実技(医 学科 ・看護学科選択科口通年)

履修者数:25配 布数:24回 収数:24

*評 価結果(平 均)

回収率:100%
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*評 価 に対 す る コ メ ン ト

非常勤講師 杉 山 喜 一

本授業では、スポーツの歴史や運動生理学に関する話題をガイダンスで取 り上げ、各実技では、体力作

り ・コンデ ィショニングに関する講義を交えなが ら、バ レーボール、サ ッカー、テニス等の球技やバ ドミ

ントンを中心にスポーツ活動 を行 った。学生自身の健康に対する意識や身体 を動かす ことへの欲求が高

かったこともあ り、授業に対する動機づけも高 く、熱心に取 り組む姿勢がみられた。今回の調査結果でも、

全体的の平均値が4,2、 ほとんどの項 目で4以 上の評価が得 られた。一一応学生のコメン トを眺める限 り、

ほぼ学生の要求を満たす ものであったといえるが、若rl名 、最低点をつけた学生のコメン トを参考にで

きなかったことが残念である。また本授業が、講義 ・実技で45時 間の内容で構成されているにもかかわら

ず、何故1単 位 しか もらえないのか といった不満が多 くの学生からきかれた。そこで授業科 目名を保健体

育に変更し、体力測定や運動処ノ∫等の講義を加えることで、本授業の2単 位化 について検討 していただけ

れば幸いである。

■闘臓騰勲舳 構鳥㌦赫 翻 層 圃 ■ 騨 劉w、 、 :'d、1L、、噛 纈 ■ ■ ■ ■ 噸 豊蜘 、、吊 い舳磯鵬闘蘭鵬
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平成15年度 大学院入学者名簿
平成15年度博士課程入学者名簿

氏 名 専 攻 指 導 教 官
一・ 色 学 生体情報調節系 笹 嶋 唯 博
村 山 賢 起 生体情報調節系 岩 崎 寛
菊 池 良 了・ 細胞 ・器官系 石 川 睦 男
金 井 麻 子 細胞 ・器官系 石 川 睦 男
金 野 陽 高 細 胞 ・器官 系 高 後 裕
中 野 靖 弘 細胞 ・器官系 高 後 裕
中 村 和 正 生体情報調節系 高 後 裕
三 好 茂 樹 生体防御機構系 高 後 裕
山 ロ ー 豪 生体情報調節系 千 葉 茂
若 林 義 規 細胞 ・器官系 石 川 睦 男

野 村 由 香 生体防御機構系 原 渕 保 明

泉 直 宏 生体情報調節系 吉 田 晃 敏

張 成 宰 生体防御機構系 若 宮 伸 隆

平成15年度修士課程入学者名簿

氏 名 専 攻 指 導 教 官

宮 川 妃佐了 小児・家族看護学 岡 田 洋 子

市 川 ゆか り 母 子看 護 学 野 村 紀 子
岡 本 和 佳 精神保健看護学 新 開 淑 子
遠 藤 舞 子 小児・家族看護学 岡 田 洋 子

小 山 満 子 看護 教 育 学 岡 田 洋 子

荒 井 優 気 基礎 看 護 学 岩 元 純
高 野 美奈子 精神保健看護学 新 開 淑 子
中 村 塑 子 看護 教 育 学 岡 田 洋 子
中 島 宣 昭 精神保健看護学 新 開 淑 子

ー
昼

}

新入生歓迎命宿が終わって

新入生歓迎実行委員会 医学科第2学 年 土井 綾子

大学に入学 してからあっという間に一年が過ぎ、

今年 も新入生歓迎合宿が行われた。

私は新歓委員としてこの合宿に参加 したが、計
画通 り進まず、様々なハプニングもあった。 しか

し、係長をはじめ、新歓委員の協力体制のもと大

きな混乱もなく無事合宿を終えることができ、ホ

ッとしていると同時に嬉 しい気持 ちでい っぱいで

ある。 なぜ なら、 この合宿 に よって新入生のみな

らず、私達2年 生の絆が より深 まったか らである。
一・人一人が係 とい う枠 をこえて積極的 に動 き

、新

入生 と交流 を深めて くれた。 その結果か らか、沢

山の新入生が夜 遅 くまで新歓委員 と語 りあ う光景

を 目に し、 また後 日、合宿が楽 しか った とい う言

葉 を耳 に して委員冥利 につ きる思 いが した。もち

ろん反省すべ きこともあるが、それは引 き継 ぎで カ

バー して、次 の合宿 も素晴 らしい ものに してほ しい。

}
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研 究 室 紹 介

麻酔蘇生学教室 医局長 鈴 木 昭 広

医師 になろ うと人学 し勉 強 してい る皆 さん に

とっては講義 を聞 くまで は1麻 酔 科」 って何?と

い った ところで しょう。手術に麻酔 はつ きもので

す。麻酔 ・蘇生科 は 手術時の麻酔 を雫な仕事 とす

る科です、麻酔 な しで手術する小説 「海 と毒薬1

(映lllllもある)を 読めば、麻酔 がなぜ必要かが よ

く分かる と思 います、、外科医が 目的の ため に患者

に痛み を伴 う処lmo.をしなければな らない時、麻酔

科医はその痛みや 予術 に伴 う体 の変化 に対応 し、

患者 さんの命を守 り、手術の問 ・そ してr術 後 に

も快 適でい られ るようにす る役割 を果た します.、
'1i講座 は初代小川秀道先生 の後任 として平成10

年に札1幌医科大学 よ り着任 された岩崎寛教授 を中

心 に構成 され、 スタ ッフは十.に手術時の麻酔 を担

当 します、、麻酔管理は患者 さんの身体のあ らゆる

変化 に時 々刻々対'応せ ねばならない ことか ら、心

肺蘇 生には じまり、救急医療や集lll治療 の知識 ・

技術 を駆使 した仕事 を行っています、救急部の助

教授 、集 中治療 部の講師に麻酔科か ら入が選ばれ

ているこ とも麻酔科の業務の 多様性 を良 く表 して

い ます 手術時の痛 みのみ ならずll常 生活の痛み

もとれるようにとペ インクリニ ックの外 来 も開設

し、頭痛 ・腰痛 ・肩 こりな どのあ りふれた痛みの

治療 には じま り、癌 末期 の痛みな ど緩和医療の充
"Jも1目 旨してい まづ'

o

研究面で は、気道の関門であ る喉頭 の筋肉への

麻酔薬の影w、 妊娠が痛みの閾値 を ヒげる メカニ

ズムの探求のほか、留学帰 りの ものが麻酔薬 と心

筋 リズム、麻酔 薬 と心筋保護 に関する研究 を/fっ

てい ます.,現 在ア メリカに3名 の留学者 を出 し、

脳の海馬、心 筋の イオ ンチャネル、脊髄の湊痛伝

達機構 などの分野 で活躍lllです、,

常 に明る くなごやかな雰り[・1気の中、fi崎 教授 が

赴任以 来蒔 き続 けた種が ようや く芽 を出 し、花か

これか ら咲 き始 める、 とい う活気あふ れる教室で

す。講i義、実習 を是非楽 しみ に していて くだ さい、、

1購 外国人留学生一覧 蝋
↓ 」_..

平成15年4月1口 現 在の外国 人留学生は、大学 院

学生9名 、学部学生1名 の 合11卜10名です,,

日本に興1床を持 って来られた、学 問 と友好の使節

の方 々です。

同 じ大学の中で学ぶ仲間 と して、会った ときには

気軽 に挨拶 を交 わ して くだ さい.,

氏 名

E3ALJINNYAM,GRDGNGCHIMGG

バ ル ジ ン ニ ャ ム エ ル デ ネ チ メ グ

ZHAO,YAWGI(趨 、臣薇)1

チ ョ ウ ヤ ー ウ ィ

通 称

、

エ ル デ 不

チ ョ ウ

性別

女

女

国 籍

、

モ ン ゴ ル

中 ド1

第4学 年

ノく学院博十

第3学 年

1

種 別1期 間

ノく学 院 博 士 旨2000.4.1・

200-x,1

2001.4.1・

?005.3..;1

1、i1攻
.一

生 体情 報 調節 系

細 胞 ・器 官 系

細 胞 ・器 官 系

細 胞 ・器 官 系

1
生 体防 御機 構 系

禦c野 蝉 繍 …チ・ウ 男 中 国
大学院博L

第3学 年

200】./1,1…

2005.3.31

WANG,GUC)Lldl国ll卜i)

ワ ン グ ォ.リ
ワ ン

ウ ラ ム

マ ルセ ロ

女{中 国
I

l

大学院博L

第2学 年

/:';院 博士

第2学 年

ノく学院博十

第2学 年

MAMUTI,WULAMU(馬 木提 吾拉 木)

マ ム テfウ ラ ム
男

男

中 国

ブラジル
1

SATO,MARCGLLOOTAICL

サ トウ マ ル セ ロ 男 オ タ ケ

2⊂)⊂)2./1.1-・

2UOEi.3.31

2002.4.1・ 一

`?OOfi
.3.31

2002.4.1-

3006.1

2002.4.1…

2006.3."',1

一

牛体防御機描 系

生体防御機構 系

看 護 管 理 学

XIAO,NING(肖 寧)

シ ヤ オ ニ ン
シ ヤ オ 男 中 国陸藁騨 幸

GAO.YUQiN(高fir.1'.i)

コ ー ユ ー チ ン
コ ー

チ ヤ ン

女

男

女

中 国1大蓄弊1

大学院博1二韓 国

第1学 年

マ・イ・ア1医 鵜 午

一

20〔)2./1。1…

ZOU-1.3.31

200.'1.1

2007.3.31

1999.4.1…
'?005

.i.1

JANC,SEONGJAF.(張.成 宰)

チ ヤ ン ソ ン チ エ
生体防御機構 系

KHALTLATTBARIZAHlエ ・ -

1
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【体 育 系】

平成15年度承認 された学位団体は以下のとお りです。

団 体 名
会
員
数

責 任 者
顧問教官

備

考
団 体 名

会
員
数

責 任 者
顧問教官

備

考
一

学年 氏 名 学年 氏 名

1 ラグ ビー部 34

33

医4 越坂 純也 原渕 保明 継続 22 サイクリングクラプちゃりんごの会 11 医2 馬渡みずほ 山崎 浩 継続

2 準硬式野球部 医5 寺村 紘一 吉出 晃敏 〃 23 女子 バス ッケ トボール部 12 幽 鈴木 裕子 千葉 茂 〃

3 卓球部 35 医3 坂 卜 悠太 谷口 成実 〃 24 ソフ トボ ー ル 同好 会 10 医2 秋lll俊 洋 近藤 均 〃

4 陸上競技部 15 医4 艮尾 知行 鈴木 裕 〃 25 マ ラ ソ ンク ラ ブ 6 医5

看3

林 智志 飯塚 一 〃

・一

〃J 競技 スキー部 30

37

医4 松本 哲 小川 勝洋 〃

〃

2G 女子バ レーボール部 24 高橋江理奈 谷本 光穂

ρ0

7

8

ゴルフ部 医4 金谷 穣 紀野 修 ・ 27

28

ア イ スホ ッケ ー部

一

`L6
医3 正司 裕隆 松野 丈夫

n

〃

硬式庭球部 41 医4 齋藤 憲 田中 達也 男子ハ ン ドボール部 Zz 医5 梅澤 耕学 上ロ勇次郎 〃

バ ドミ ン トン部 45 医4 早坂 格 川村祐一郎

〃

〃 29 カヌ ー部 8 医5 古川 健太 宮本 和俊 〃

9 男rバ スケットボール部 20 医4 中川IF.敏 干葉 茂 〃 30 ビリヤー ド研究会 22 医3 大野 晋治 上口勇次郎 〃

10

11

空千道部 17 医3 岡出 尚也 相澤 仁志 〃 ;il 女子ハ ン ドボール部 zo 看3 出中裕美子 r.[勇 次郎 〃

柔道部 4 医6

一

山内 直人 原渕 保明 〃 32 ピクニ ック同好会 12 医2 大 原 賢三 近藤 均 〃

12

　 一

サ ッカー部 35 医4 河野 錬F 菊池健次郎 33 トラ イ ア スロ ン部 23 医2 長谷部拓夢 本間 龍也 〃

13 男rバ レー ボー ル部 17 医4 堀 内 一宏 東 信良

〃

〃 34 イ ンラ イ ンホ ッケー 部 23 医2 佐藤 剛 松野 丈夫 〃

14

一

剣道部 L4 医4 岩城 憲子 福澤 純 〃

〃

35 スキューバ ・ダイビング部 8

28

医5 梅澤 耕学 林 要喜知
一一

〃

15 lll岳部 13 医4 久保 寛 佐藤 啓介 36 草野球同好会 医3 瀬野尾智哉 林 要喜知 〃

ρ0

7

8111

弓道部 36 医3 松本 森作 Gm逸 朗 〃 37

3s

HMS一 総合格闘技同好会～ 35 医3 豊島 邦義 小川 勝洋 〃

ワ ンダー フ オー ゲ ル部 is 医3 竹内慎太郎 山内 一也 〃 ボー リング同好会 12 医5 魚嶋 晴紀 廣岡 憲造 〃

一

大東流合気道部 zi

as

医4 杉山 隆治 林 要喜知 〃

〃

39 ツー・リ ング同 好会 14 医2 辻 祐美子 小川 勝洋 〃

Qゾ

O12

ソフ トテ ニ ス部 医4 望月 宏樹

宝田 健平

石川 睦男 40 ばすけ同好会 22 医5 水上 泰 林 要喜知 〃

水泳部 43 医4 石川 睦男
一

油野 民雄

〃 40団 体 952

'L1
基礎スキー部"SNOWINJECTION" 51 医3 佐々木 衛 〃

【文 化 系】

団 体 名
会

員

数

lU

11

責 任 者
.一一 顧問教官

備

考

継続

〃

団 体 名
会

員

数

`L9

責 任 者一 顧問教官
備

考学年

看1

氏 名 学年
一

氏 名

1 写真部 井齋 広美 谷本 光穂 17 園芸療法研究会 医3 桑谷 俊彦 安川 緑 継続

`L 医療研究会 医4 花香 真宣 宮本 和俊 is AMC2(エ イエムシー スクウェア) 12 医2 伊藤 愛子 橋本 眞明 〃

3

4

茶道部 L5 医4 村越 康紀 坂本 尚志 〃 19 姦の会 8 1矢2 蓑輪 郁 伊藤 亮 〃

将棋部 10 医2 二村 麻美 上]勇 次郎 〃 20 熱帯医学研究会 2 医4 久保 寛 伊藤 亮 〃

5 JAZZ研 究会 5 医5 鈴木 達也 佐賀 祐司 〃 zi モルッの会 L3 医5 佐藤 陽子 平 義樹 〃

6 ギ ター部 zo 医4 暮地本宙己 林 要喜知 〃 zz 囲碁将棋錬成会 8 医2 板谷 利 池 ヒ 将永 〃

7 ロック研究会 49 医3 南 幸範 吉m成 孝 〃 13 かるた会 5 医2 出原 大地 松岡 悦子 二
〃s 聖書研究会 J 医4 花香 真宣 内藤 永 〃 24 国際保健医療研究会 12 医4 峰 麻理子 吉出 貴彦

9 ブ ラス ア ンサ ンブ ル 18 看3 前出 忠 北 進 一 〃 25 シネマ同好 会 L3 医3 師尾 典子 渡部 剛 〃

10 室内合奏団 35 医4 中田 麻子 北 進 ・ 〃 26 手話 サ ー クル"Sign" 27 医4 野田 剛 内藤 永 〃

11 旅芸人倶楽部 nn 医3 佐藤 和生 原渕 保明 〃 27 盆栽部 34 医3 松本 森作 布村 明彦 〃

iz 合唱部 46 医3 r.村 明寛 小川 勝洋 〃 28 民族文化研究会 29 医3 奥 大樹 吉田 成孝 新規

00

411

旅と鉄道研究会 8 医4 市來 一彦 平 義樹 〃 29 道の駅研究会
`LO

医3 瀬野尾智哉 林 要喜知 〃

一

美術部 6 医4 梅村真知子 大 日向 浩 〃 30 図書館部 一
33 医2 神保 光.一 近藤 均 〃

15 A.V.Aボ ランティア同好会) 87 看3 高橋江理奈 平 義樹 〃 30団体 656

16 華道部 1'L 看3 稲葉美貴子 中村 正雄 〃

一39一

1



口■■■■■一 ■■■幽■■■騨騨一 一 齢一 一…

第45回 東日本医科学生総合体育大会
ri日 本 医 科 学 生 総 合 体 育 人 会(冬 季 大会 ス キ ー 部 門)が

、3月14日(金)-3月20日(木)に

秋 田 県 田 沢 湖 ス キ ー 場 に て 行 わ れ ま した 自

[彊]ア ルペ ン ス・・バー一ノ咽 転

た 回 転

U'巨 寓佐 リ レ ーAi}曳5kmx4

リ レ ーB剃 ～4km×4

堕 一 テ」 アルペ ン スーパーノ姻 車云

ノく回 転

回 転

む1巨 再匡5km(フ リ ー一)

〔3kn1(フ1,一一)

0.5kmス ープ リ ン ト 決 勝

リ レ ーA単 比4kmX4

1男 子 部 門

優 勝 旭 川 医 科 大 学

準 優 勝 筑 波 大 学 医 学 専 門 学 群

3位 自 治 医 科 大 学

と な り ま した 、

樹

太

行

樹

哲

A

B

学

学

茂

健

憲

茂

大

大

科

科

辺

原

中

辺

本

医

医

渡

向

畑

渡

松

旭

旭

.r

品

奈

.r

.r

品

奈

子

絵

,r

f

絵

r

子

絵

学

甲

里

.＼

絢

ト

英

信

絢

r

英

葉

智

曜

葉

智

曜

葉

智

"汗

野

田

山

占

野

田

川

[

林

谷

口

林

谷

[

林

臣

矢

前

太

入

矢

前

太

山

小

占

山

小

古

山

小

旭

この ような、め ざましい成績 を残 し、x冬iiわ せての総 合成績 は、

[女 子部門

優 勝 旭川医科大学

準優勝 群馬 人学医学 部

3位 東京 女 ∫・医科ノく学

将来、医師、看護師 になる と、体力が財'産となる ような場面 も出て きます.

今回の成績 を思い出 して、活躍 され ることを期待 します、,

イ

ゴ

イ

優

準

3

準

3

3

優

優

準

3

優

勝

勝

位

勝

位

位

勝

勝

勝

位

勝

位

位

勝

勝

位

勝

勝

位

勝

勝

勝

憂

憂

憂

"

憂

憂

憂

ヂ

チ

わ

3

3

優

準

3

優

準

3

優

準

優

(学生課)

懸
鍵

欄嫌
ll .

蝋

勲III
贈 懸IIII

隈

輸　
L飾 魁 湘.幅「叫"蟹.榊
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平成14年度 学位記授与式
'ド成14イ「度 学 位 記授 ナ}式が

、3月25日(火)10時30

分 か ら 本学 体 育 館 に お い て 行 わ れ ま した。

本 学 室 内i/F団 が 奏 で る調 べ の なか で 、 医学 科92

名 、 看護 学 科65名 、 合 わ せ て157名 の 卒 業 生 一 人 ひ

と りに学L学 位 記 が 、 学 長 か ら壬 渡 され 、 博1」修 ∫

拍8名 に 博十 学 位 記 が 、 修1二修 ∫者8名 に修 上 学 位

記 が 、同 じ よ うに 千渡 され ま した 。
つ いで 、学 長 か ら 、業 に あ た り 、式 辞 が 述 べ られ

まLた 、,

憲

」

、
…

1
1

タ

霧
書

乱
y

ド
門

(学.生課)

ドコバ

嚥
竃 γ1〆 漸

愛ご哩
、=「

平成15年度 入 学 式
医 学 科 ・看 護 学 科 の 入学 式 が4月U[(%)10時 か

ら本 学 体 育 館 に お い て 行 わ れ ま した 、

式 で は 、 医 学 科90名 、 看護 学 科60各 ・看 碓学 科 第

3学 年 編 人生10名 、 合 わ せ て160名 の 新 入ノ『 ・fU

して医"#1相 川忠 た くんが 宣 誓 を 行 い 、医 学 生 ・

看護 学 生 と して の 自覚 を新 た に 、 大学 生 活 の 第 ・歩

を踏 み 出 し ま した.、

(学 ノ1昌)

翻」

臨

;響聴 躍
掬
紺

。1二慨1'・嘲 撫 伍
〃 "閉

新入生合同研修実施される

今 年 は 覇 人生 の 研 修 が 、 医 学 科 、 看 護学 科 合 同 で4月

21目(月)、2211(火)の2日 間 にわ た り、 本 学 に て 行 わ れ

ま した、、

4月211i(月>0)911j'一 か ら、 石・護i学:科季東大 講 義 ノドに て グ

ル ー プ ご とに 着 席 し、片 桐 副 学 長の 挨 拶 に始 ま り、 学

年担 当 の心 理 学 高 橋 教 授 か ら オ リエ ンテ ー シ ・」ン を 受 け

た 後 、 医 学 科 は 早期 体験 実 習 につ い て 、看 護 学 科 は場 所

を 変 え て 、 今後 の4年 間 の学 習 展 望 に つ い て の 説 明 を受

け ま した 、,
'卜f受力・らは

、 先輩 び)1矢自市、 看,;隻自巾o)糸呈馬灸葺炎べ2一ズ ドバ イ

スを 聞 い た 後 、 医 学 科 が 救 急 蘇 生'芙習 、看 護 学 科 がfll舌

v)実 習 を'受け 、 医 療 現 場 の 雰1用気 を感 じた と こ ろ で111

11力孫冬り ま した 、、

4月2211(火)は 、Iiこ 体 的 学 習 へ の 取 り組 み カ'につ い

て1又 は1ど の よ うな 医 療 従 事 者 を 目指 した い か1と い

う、 本 格 的 な 課 題 につ い て の グル ー プ討 論 とそ の!LSか

ら始 ま り ま した,,皆 、

監■しlrli【1し二1i:「`liカ、4-}}[uoI♪

組 ん で い ま した が 、 分

力・り べつ弓.く を充申易なnt'1し

方 を し た り 、 イ ラ ス ト

か 綺 麗 だ っ た り と 、W.c、

わ ぬ 能 力 を 発 揮 弓 る 者

も い ま し た 、、

午 後 か ら は 、1大 学

生 の た め の 心 理 学i.

「健 床 を ξ え る 医 学:生

ら し い ノ1縛舌習{貫 の'ず 『4ー

め1、IIIIV感 染の 王見

状 と 課 題 に つ い て1、

「噛17ノレニ～-Jレ と(7つ[1こし

い 付 合 い ノ∫」 と'三鈴牛 牛

活 で の 道 し る べ に な る

苗演 を 受 け ま し た.

(学 生 課) L
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一
本学名誉教授 吉岡 一n(78歳)「 鱒

には、平成15年4月15目(火)丁 後1時

5分 ご逝去 されました。

同氏は昭和49年4月1目 に小児科学

講座初代教授 として就任され、昭和56年7月1日 か

ら昭和60年6月30日 まで医療担当副学長 として医学

部附属病院長を併任 し、平成2年3月31H停 年によ

り退官 されるまで永年にわたって、教育 ・研究に従

事 されました。

この間、同氏は、医学の研究並びに学部学生の教

育及び研究生 ・大学院学生の研究指導にあた り、本

学の発展に多大な貢献をなされました。

また、学術研究面では小児科学、特に小児感染症

学 ・臨床薬理学 を専門分野 とし、その優れた研究業

績は高 く評価 されてお ります。

ここに謹んで哀悼の意を表 します。

教 官 の 異 動

H15.3.31

H15.3.31

H且5.3.31

H15.3.31

H15.3.31

Hl5.3.31

H15.

H15.4.1

H15.4.1

H15.4.1

H15.4.1

H15.4.1

H15.4.1

H15.4.1

H15.5.16

看護学講座

看護学講座

第三内科

小児科

眼科

産科婦人科

物理学

第三内科

小児科

眼科

総介診療部

看護学講座

衛生学講座

看護学講座
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駕
教授

近藤 均

哲学のない大学/歴 史のある大学

本年 、旭川医大で は、一般教育 の教官定員削減 に

よって学科 目 「哲学」が廃止 されようと している。

むろん 「哲学」が不要だか らというわけではない。

た また ま空席 になっているポス トが 「哲学」 だか ら

である。哲学(ま たは倫理学)の 専 任教 員のいない

医科系 大学 は少 ない し、そ もそ も、「哲学 の ない 大

学」 とい うと 「理 念や ビジ ョンの ない大学」 と誤解

されて しまいそ うである。 しか し……。

19世 紀 ドイツの有 名な哲学者 フォイエルバ ッハの

言葉 に、KeinePhilosophie,meinePhilosophie.(哲 学

なんて存在 しない、それが私の哲学 だ)と いうのが

ある。当時 、 ヨーロ ッパの哲学 界を風靡 していたの

はヘーゲルの観念論哲学であった。 フ ォイエ ルバ ッ

ハは、その体系が虚構 である と批判 して 「哲学なん

て存在 しない」 と言い放ったのである。やがて彼 は、

「私の哲学」 と して観 念論 に取 って代 わる唯物論 を

確 立 し、 これ はその後、科学的(?)社 会主義 とや

らに発展的 に吸収 されて、良かれ悪 しかれ社会変革

の原動力 のひ とつ となった。 だか ら、「哲学 のない

大学」 とい うの も長 い眼で見れば大学改革の原動力

となるか もしれない。 そ して これが1歴 史の教訓」

となるか も しれない。

歴 史 とい えば、 「歴 史」 の専任教官 を置い ている

国立大医学部は という と、旭川医大 のほか、ご く少

数であ る。そんなわけで、当該教官 の私で さえ、「哲

学」でな く1歴 史」 のポス トを廃止で きれば よいの

に、 と思わないで もない。 とはいえ、 自らを 「哲学

者」 と称 している御仁のなかに も過去の偉 人の業績

をなぞるだけの 「哲学 史家」 は大勢い る し、「歴 史

家」 に分類 されてはいて も、おの れの歴史観 を壮大

なスケールで語 っている 「歴 史哲学者」は少 な くな

い。そ うい う意味で は、「哲学」 だの 「歴 史」 だの

と看板 にこだわる必要は まった くないのである。専

任教官 の力が及 ばない点 は優秀 な非常 勤講 師に補 っ

ていただけばよい し、現 にそ うしている。

なるほ ど旭川医大 は 「哲学の ない大学」 となって、

糸の切 れた凧 さなが らに行 く末が案 じられることに

なるか もしれ ない。 しか しなが ら本学 は、開設か ら

まだ30年 しか経 っていないが、他の国立大医学部に

はほ とんど見 られない 「歴 史のあ る大学」 なのであ

る。(5月1日)
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